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◎開議の宣告 

○議長（鈴木宏始君） おはようございます。定足数に達しておりますので、直ちに本日

の会議を開きます。 

   三笠宮家寬仁親王殿下におかれましては、平成２４年６月６日、ご薨去されました。

ここに謹んで哀悼の意を表します。 

   それでは、本日の日程に入ります。 

（午前１０時０２分） 

◎一般質問 

○議長（鈴木宏始君） 本日の日程は一般質問であります。 

   質問は、通告順に行います。質問は、会議規則第６３条の準用規定により一問一答

方式で行います。また、質問時間は、答弁も含め１人につき約９０分以内を原則とし

ます。 

   それでは、通告第１、１６番室井清男君の一般質問を許します。１６番室井清男君。 

 

◇１６番 室井清男君 

          １．放射性物質汚染土壌等の仮置き場について 

○１６番（室井清男君） １６番室井清男であります。 

   私は、放射性廃棄物を黒川上流に置くことについて、村長に質問いたすものでござ

います。よろしくお願いをいたします。 

   この廃棄物処理につかれまして、執行部等に、既に予算化されておることが議案書

に載っておりましたので、この議案書に載せた経過などを村長からお聞かせいただき

ます。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） １６番室井議員の一般質問にお答えいたします。 

   この黒川上流に放射性廃棄物を置くということが予算に載った経緯ということでご

ざいます。 

   これまで、ことしは復興元年ということでございまして、１つは除染、１つは仕事

づくり、そういったことをやっぱり考えながら福島県の復興ということで、除染が最

初の仕事だと、去年からしておりました。除染をどういうふうにしていくのかという

ことになりますと、いろいろ懸念がございます。放射性被ばくをいかによけるかとい

うことを頭に置いて、そしてこの半減期をいかによけていくか。いわばその途中にお

いてこの仮置き場、あるいは中間貯蔵施設、あるいは最終処分場といったものを設置

して、そしてホットスポット、あるいはエリアの幅広い放射性物質の保管場所という

ことを考えてやっていこうということで、これは異論がないわけであります。 

   西郷村のこの放射能対策に関する特別委員会もございまして、その中の提言書にも

ありますように、村は仮置き場確保に全力を尽くしてまいりたいということで、これ

は同感でありますので、議員もそのとおりだと思っておりますが、この経緯につきま

しては前に全員協議会等でも担当課長から説明させましたが、家畜改良センターで管
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理している土地がございます。その部分等のご厚意をいただいて、村が実施する除染

によって発生した土壌等の仮置き場として、これは大字小田倉字谷津田地区、この牧

草地の一部を使用してもいいということになったわけでございました。そうしますと、

そのための準備がございます。道路とか、あるいはいろいろそういった費用がかかり

ますので、こういったことを想定して今回予算を計上したという経過でございます。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君の再質問を許します。 

○１６番（室井清男君） 私が聞きたいところを、今、村長は答弁なされなかったわけで

ございます。私が今村長に聞きたいということはですね、なぜこの予算化をしたんだ

ということを、これを聞きたいんです。予算化したその経過を説明してくださいとい

うことを言っているんですよ。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） なぜしたかというのは、必要経費を予算で計上したというだけの

話であります。それで、なぜしたかというのは、今申し上げたとおり、仮置き場を使

用して、さらに除染を進めていくという必要性があってやってきたということでござ

います。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） 村長がこのことについて予算化したということはね、恐らく行

政経験のある村長だったらば、こんなことをやらないんですよ。これもう予算化した

ということをここに載せたということ。これはここに載せただけの予算というものは、

もうこれはこれに使うんだということを固定化したんですよね。これ本来ならばです

よ、予算化するまでには方部別、地域座談会などを通じてよく住民の意見を聞いたり、

いろいろな角度からその手を打って、これで異存はないんだ、これで全部計画は終わ

ったんだという形になって初めて予算化するのが、村長の予算執行の大きな責任なん

ですよ。これどうします、これが話し合いがつかなくて長引くとしたらば。その分ま

でこの予算はずるずる引きずらなくちゃならないんですよ、このまま。これ予算化し

なかったらば、この予算はそれまでの間、何かに使われているんです。それをやらず

してですね、話し合いもしない、何もしない、住民の了解もとらない、そういう状況

の中でこれが予算化されて、その予算がこの議会を通ればいいです。通らないで否決

されたとしたらば、そこに全く使い道のない不要な予算をつくってしまうんじゃない

ですか。これはもう予算執行上からいったら、こんな予算執行はゼロですよ、村長、

これ。この責任を明らかにしてくださいよ。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 予算の上げ方は、お説のとおりのところもありますが、予算とい

うのはあらかじめ算段することであります。したがって、年度は１年という今の単年

度予算の中に、やっぱりこの目的が明らかで、かつ用地が了解を得られて。そうしま

すと、やっぱり一番は地元の説明といいますか、この放射能の実態をどう説明して、

そしてご同意をいただくかと、これをしなければ除染が進みませんので、そういった

ことで早くやりたいと私は思っております。今回のタイミングはそういうことで上げ
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たと。 

   いろいろご懸念はあります。私ももちろん１００％学者ではありませんから、説明

できないところがあると思いますが、しかし今までのこのやり方、もう１年３か月た

ちました。あるいはいろんな意味で環境省とか、このマニュアルができております。

これは素人がつくったのではありません。国の、あるいは環境省の、あるいは関係す

る学者、あるいは今までのことを考えてこれが最良だということのやり方が出ている

わけであります。そういったことを念頭に置いて、そしてこの仮置き場を設置したい。

しかし、まだまだ不安とか説明をしなければならんことがいっぱいあると思います。

もちろん地元の説明ということは必要ですので、それは丁寧にやっていってというこ

とになりますので、今予算を上げてそれが理解をいただけるならば、直ちに工事に着

手してこの除染を進めていきたい、こういうことから今回のタイミングになったわけ

であります。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） これに決まればすぐにも村長は執行したいという、これ執行者

の気持ちはわかるんですよ。だが、今の村長の発言の中でですね、私は学者ではあり

ませんからという発言がありました。これは別に村長の言葉じりをとらえて言うんで

なくてですね、私は学者ではありませんからと言うことは、もう勉強不足だというこ

とをそこで、村長の発言の中で証明されているんですよ。これが行政経験のある村長

だったらばですよ、このことについては十分調査研究が必要だからという言葉で表現

しなくちゃならないんです。それを私は学者じゃありません、そんなことは学者とだ

れも見ていませんよ、西郷村民は。村長だとは見ているけれども。それをだれも学者

だと認めていないやつを、私は学者じゃありませんから、当たり前のことじゃありま

せんか。そういう形の中での行政執行は、うまい行政執行はできないんですよ。それ

だから、予算をここでもって最初から議案書に載っけて見せ物にしておいたんでは、

その分だけ村民にマイナスを与えてしまうんですよ。もう予算というものは、常にこ

う動いていなくちゃならない。常に動いて村民のための仕事が行われていなくちゃな

らないんですよ。それをここで決まろうと決まるまいと村長にここで伺うんですが。

これは強引に執行してしまうというお気持ちなんですか。どうするのか。（不規則発

言あり）この放射性廃棄物の置き場をつくるがために、まずは廃棄物を置くがために、

すぐにもこれを執行するんだということなんですかということを聞いているんですよ、

話し合いもつかないうちに。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 予算を上げたからすぐ執行するというか、現地に入るということ

より先に説明会をして、そしてご理解を得ながらやっていくという姿勢は前と同じで

ございます。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） どうも話がわからないな、これは。もう私が言いたいことはで

すよ、予算化したということは、予算を寝かせてしまうんだから。それから寝かせて
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しまうような予算執行は、執行者としてこれゼロなんですよ。それだから、もしここ

に予算化したということになったら何でも構わないと、もう説明会なら説明会をあっ

ちこっちやって、それで反対であろうと賛成であろうとやっちまうんだという、そう

いうお気持ちなんですかということを私聞いているんですよ。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 予算が上がったからすぐやるということでなく、説明会をしてご

理解を得ながらやっていくということですので、そこはご理解ください。予算を議決

したら、翌日から現地へ入るという言い方ですか。（不規則発言あり）ご理解を得る

ためには努力をもちろんしますし、なかなかご理解を得られないということも今まで

の中で経験があります。もちろん個人個人の理解の度合いも違いますので、丁寧にや

っていきたいというふうに思っております。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） いまいち聞いている限りにおいては、まだ村長の言っているこ

とがつかめないんですが。私がここでお聞きしたいことは、何か行政区長さんのとこ

ろへは座談会の通知が出ていますよね、２２日と２５日ですか。そうすると、恐らく

それが終わったらば、その中で反対であろうと賛成であろうと、すぐ強引にその仕事

に取りかかっちゃうのかということ、それを聞いているんですよ。村長がこれを強引

に、一応説明だけはすると、そのステップは踏むと。それでもう反対であろうが賛成

であろうがそんなことは関係ないんだと、おれはあくまでも目的に向かって執行して

いくんだという、その姿勢なのかどうなんだということです。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 話を誘導しているみたいですけれども、違います。これまで別な

地区も説明会をやっているんですよ、何回も。その中身はよくわかります。やはり一

人一人の思いと理解の程度が違いますので、それはわかっていただけるようにという

ことをやっぱり繰り返す必要があります。２２日と２５日は予定をもちろん今して、

私も行くつもりです。しかし、１回でご理解いただけるかどうかはなかなかわかりま

せん。そのためには何回もやっていく、そういう気持ちであります。強引にというの

は、どういう意味なのかよくわかりませんが、何かどこかで線を切ってどこか突っ走

るという意味ですか。（不規則発言あり）いや、それはやっぱり丁寧にと、もちろん

何回もやっていって、もちろん私らが言うことよりもまた別の情報を得たりしてご理

解が進むでしょうし、かつ、それがやっぱりやる途中において放射能の講演会ですか

ね、去年も何回もやりましたが、そういったことも必要だろうと、理解を得る、そう

いうふうにも思っております。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） それを村長が強引にやってしまうのか、やってしまわないのか

ということを聞いたことはね、こちらにもその対策があるんです。私たちは何といっ

たって環境保全、これを守らなくちゃならないでしょう。水質保全、これを守らなく

ちゃならないでしょう。そういう角度から、我々はこの環境は絶対に汚したくないと
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いうその信念は強いんですよ。その信念は強いだけに、村長が強引にこれをやるんだ

と言うならば、こちらもこれは防がなくてはなりませんから。恐らく今、きょうも来

るときに、もう村長がきょうはやるというようなことを言ったならば、早速、もうこ

こ一両日中に裁判所において執行停止の仮処分の申請をやろうかというようなことを

今、きょうも来ながら考えながら来たんですよ。それが今、村長の話の中では、あく

までも話し合いをしていくんだということで、いいですね、それは。話し合いをして

やっていくんだということで。(不規則発言あり）それでしたら、２２日と２５日で

すか、今度座談会を計画して、区長さんから回っているわけでございますが。 

   そうしたらば、同じ水系である地域は広いんですよ。稗返、黒川、赤坂だけじゃな

いんですよ。大清水地域もその水系に入っているんです。大平地区もその水系に入っ

ているんです。それから原中、下・上両新田もその水系に入っているんですよ。これ

はもう水が足りないということになれば、当然黒川の水を入れなくちゃならないんで

すよ。表郷のほうまで行っているんですからね。それで今までにも、経過を説明すれ

ばですね、村長はあそこ表郷のほうを歩いて知っているとわかるんですが、消防署の

ある通りの、あの道路を真っ直ぐ通っているところありますね。あの辺まで黒森ダム

の水は行っているんです。それで、向こうが水不足を生じると、黒森でもって水を流

してくれないかということで、何回か来たことがあるんですよ。ですから、黒森用水

の水は大清水地域を通って白坂の池にたまって、それが皮籠に行って、皮籠からあの

実業のわきをずっと通って、そして表郷のほうに行くんですよ。それで、この前もあ

そこから出ておる市会議員でしたか、ちょっと名前は忘れましたが、その方が黒森ダ

ムに来られましてその説明をして、そうしたら、いや、きょうは私もここまで来てよ

かったと、今までこんな形でこの水が流れているということは知らなかったんだと。

それだから、全面的にうちのほうも協力しますから、この黒森水系を守っていただき

たいということをよく言っていました。 

   それで、一番おかしいのはですよ、この前も協議会のときに申し上げましたように、

あの那須甲子横断道路にですね、もうあらゆる場所、場所に、ごみは家に持ち帰りま

しょうという札がずっと立っているじゃないですか。そのごみは家に持ち帰りましょ

うという、立っている札の足元に行政がごみを持っていくなんていうことは、これは

どうあったって絶対に許されるはずはありませんよ、これは。これはこの話聞いて、

もう那須町も怒ってますよ、正直なところ申すと。西郷さんでやれるならやってみた

らいいでしょうと。私のほうは私のほうで、それなりの措置をとりますというのが今、

那須町の態度なんですよ。じゃ、そういう状況の中で、我々は何といったって那須町

とはけんかはしたくないですよ。いつも那須町とは笑顔をもって、そしてともにやっ

ていくようなことを考えなかったらばですね、これ西郷にとってはかなり損をすると

ころが出てくるんです。それで、よく言われるじゃないですか、村長聞いたことある

か聞いたことないかわからないけれども。白河市とは合併していなくたって、西郷と

那須町と下郷は、これ３町村が合併したいという話は、よく那須町でも言っています

し下郷でも言っています。みんなそれぞれ言っているんだ。 
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   そういう状況の中でですね、ああいう一番この辺で那須温泉、甲子温泉の間という

ものは、たった一つの大きな観光地じゃないですか。これ観光地というのは、村長行

ったことないからわからないと思うんだけれども、日曜祭日になんか行ってごらんな

さい、あの道路、あそこの周辺。もう大変な観光客が来ているんですよ。これはなぜ

かといったら、あの那須山のきれいな空気を吸いたい、きれいなことを見たい、そし

てここでゆっくり気晴らしをしたいという、その思いでどんどん行っているんですよ。

そこにこういう目に見えない光を発するような、放射線を発するようなごみをここに

置いてですね、これ置くのは構わないですよ、置くのは構わないんだが、村長がどこ

までそれを責任持つかということなんですよ。これはこの前、８・２７のあの水の災

害を受けたでしょう。それから、昨年も羽太の水の災害を受けて山が崩れたでしょう。

ああいうことが起きるんです。これは大雨が降れば、いつあの山が沢にどたどたと崩

れるかわからないんですよ。そのときに、これは全く大丈夫なんだ、安全なんだと言

って、もしそういうことが起きたらこれは想定外ですなんて、これ、それで決められ

ちゃうんですか。村長、その辺の責任の所在を明らかにしてください。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 内容がずっと長かったので、今の答えは責任をとるだけのあれな

んですか、質問は。その最初、環境のやつはよくわかります。ただ、ごみを投げてい

るのと今回の仮置き場、言っていることはよくわかるんですが、放射性廃棄物の仮置

き場と甲子有料道路のごみの話は、まあ似てなくもないですけれどもね。ただ、環境

をよくしようということはそのとおりでありますので。それから、水質を守ろう、そ

れもそのとおりで理解しますし、私も同じ考えです。では、この放射性廃棄物をどの

ように今回置けるのかということが大きなテーマであります。そのためにはどういっ

た配慮をして、安全を保ってこの仮置き場を利用して、そして村内の除染を進めるか

というテーマで今お話をしております。もちろんご懸念の部分はいっぱいありますよ。

私も同じく思っております。しかし、先ほど学者ではないという話を申し上げたのは、

そうではなくてもやはり今までのガイドブックとか特措法に書いてあるこのマニュア

ル、４つ項目ありますね。この前、全員協議会でもこの置く前のサンドイッチの仕方

を図面でお示しをいたしました。あれはやっぱり水、浸出といいますかね、漏れ出す

ことがないようにという力点で書いてあります。そのためにということで、１つはや

っぱり袋、どういったことをやる、どういったことであれば議員のご懸念の部分が理

解してもらえるのかということが、多分力点といいますか、大きなことになるだろう

と思います。 

   今回、この前、全員協議会のほうは少し小さいやつをお見せしましたが、水が流れ

ないというレトルトのような考え方のものがまず内側にあります。外側にも破れない

強度があるものということで、１つはトン袋といいますか、袋に詰めるわけです。要

するにこれは持ち出しできるようにということを念頭に置いて。それを頭に置いて遮

蔽をして、遮水シートを置いてこれを並べて、さらに土をかぶせる。それによってほ

かの放射性が出ることを遮断する。さらに、今言われた大雨のとき、想定外で崩れた



－19－ 

らどうするんだという話がありましたね。そういうことについても、この遮水シート

をもって覆って、雨がこの中に入ってこない、あるいは水が集まらない、その水がス

ムーズに外に行くという、そういったことがこの前の説明の中に書いてあったとおり

です。そういう安全策というのも、いろいろこれまで研究してやってきたもので一番

厳重な仕方を選択するつもりですが、この前、議員の皆様におかれましても、梁川町

等に行って、仮置き場のないところについてはまだまだ袋が野積みしてあったり、な

かなかこの土地としては容易でない状況があったというふうに聞いておりますが、私

はやっぱりある程度距離、あるいは広さ、あるいはそういったことと今の浸出の防止

策といったものを現状すれば問題ないというふうに思っておりますので、その部分を

よくご説明申し上げたいという状況にあるわけでありますので、それは大丈夫だとい

うふうに思っているわけであります。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） 何か、村長は私の言っていることをわからないんですよ。言っ

ていることはね、今あの放射性廃棄物を置こうとしている場所はですよ、黒川のゼロ

地点なんですよ、あの辺は。そのゼロ地点からわずかしか離れていないんです。それ

で、沢一つ境で、沢の向かい側はどうぶつ王国があったりスキー場があったりしてい

るんじゃないですか。その沢の北側のほうが今計画している、廃棄物の置き場にしよ

うとしているんでしょう。それが８・２７のような大雨、例えば地震で言ったら

３・１１のような地震が起きたとかしてその土が緩んだ。そこに大雨が降れば、そん

な袋に入れたやつを何ぼ積んでおったといったって、この自然災害によって黒川にど

さっと流れて黒川からそいつが流れてきたとしたらば、これは真名子のあの産業廃棄

物の置き場ですらあれだけの問題を起こしているんじゃないですか。あれには放射性

の廃棄物なんてありませんよ。それですらも母なる川を守りましょうということで、

あの真名子川の廃棄物はもうだめになったんじゃないですか。じゃ、それよりももっ

と有毒のある、これ有毒だ、人間の命を奪うものなんですから、置けばあそこから人

間の命を奪うような光が目に見えない形の中で出てくる。それが災害によって黒川を

流れてきてですね、ずっと那珂川、あっちまで流していくんだとしたらば、今度は川

の中をも汚染してしまうことになるんですよ。そのときに村長行って、ザルカゴ持っ

ていってかきますか。その責任の所在を村長に明らかにしなさいということを言って

いるんでしょう。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） ご懸念の話はよくわかっているつもりです。要するに黒川に流れ

込むということをどう防止するかということです。今回のやり方は、この前図面で説

明したとおり、この一番厳重な方法をとるということです。それも持っていき方、あ

るいは３年後に持って出し方、あそこから持ち出しますので、中間貯蔵施設へ持って

いくわけです。その一番いい方法ということで今考えているわけです。お話しのよう

に、では天が落ちてくる、あるいは３・１１の再来、あるいは８・２７の再来、これ

はないとは言えません。私もゼロとは言えませんが、しかし、あの平場といいますか、
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現地を見てそれほどの大規模亀裂といったものについては、この可能性は相当低い、

少ないというふうに見て私は申し上げているところでございます。よろしいですか。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） どうも言っていることが、村長はわからないんですよね。私が

言っていることはですよ、普通の真名子の廃棄物のようなものだったらば、そういう

災害が起きて川に流れ込んだとしても、半年や１年過ぎればもう何もなくなっちゃう

んですよ。ところが、この放射性廃棄物は３年、５年でなくなるものではないんです。

それを永久的にあの川を汚染してしまったとしたならばですよ、これはこれから生ま

れてくる者、これから生きようとする者に対して申しわけないということを感じない

ですか、村長は。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 言っていることはよくわかっていると思います、それは。それを

どう防ぐかという対応策を今話している。懸念だけ言っているのは、私も全く同じで

すよ、議員と。どうしようかなといつも思っています。しかし、よく考えて、では今

そういったものにさらされているところを、より少なくするためにはという手段が今

の話をしているわけです。その手段の中において、ではそれが漏れ出すことをどうす

るんだと今議員は言っているわけです。ですから、漏れ出す方法をそういうことでと

めると。しかし、とめる方法はわかったんだけれども、ではそれを上回る天災地変が

あるのではないかと今言っていますよね。それは懸念は私も持っていますが、しかし、

あの場所においては崖とか傾斜とか言えば、それほどのといいますか、再来に遭って

も浸出は食いとめることができるということを方法論、やり方は言っているというふ

うに思っていますので、それはご懸念はありますが、大丈夫であると私は思っている

わけであります。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） その対応策を考えているんだと言うけれども、これには対応策

はないんですよ、対応策は、だれが考えたって。ないということは、この前も何回も

私は申し上げているように、今原発の爆発したあの原子炉、あそこのところに対して

原発がつくられるというときに、私は原発反対運動の先頭に立ってやっておったんで

すよ。それで、そのときに実際に原発は危ないんだ、危ないんだということを適当な

ことを言っているが、原発は危ないんだか危なくないんだかちょっと見てみろという

ことがあったから、よし、それじゃ行って見てみようということで行ったんですよ。

そして、爆発したあの原子炉の上に上がって、私はあのときに行ったんですよ。あの

上に上がってずっと周りをみんな計器がいっぱいそろっていて、そこに職員がずっと

周りに座っていて、そしてその計器を調整しているんですよ。そこの真ん中におれた

ちが立たされて、ロープがこう回っていました。このロープから中には入らないでく

ださいと。そのときに私は、原子炉はどこにあるんですかと言ったらば、原発で何と

言いましたか、今皆さんが立っている足の下が原子炉になっていますよという。それ

を見たときにですね、東電では何と言いましたか。地球がぶち壊れたって、この原子
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炉は壊れませんよと言ったんじゃないですか。それを今回の地震でもってあれだけに

壊されてしまった。そうしたら、今何と言っているんです、それについて。これは想

定外でございます。こんなことで人間をばかにすることができるんですか、これは。

それを言っているんですよ。 

   いかに村長があそこに放射性の危険な廃棄物を置いて、こういう袋に入れてこうい

うふうにしていれば水も通さない、絶対に大丈夫だということを村長はここで言って

いるんですが、その大丈夫なところが地震や長雨によってあの黒川に流されたんでは、

川を汚染してしまうのではないかということを私は言っているんだ。その責任はだれ

がとると言ったって、だれもとりようがないんじゃ、村長、とれるんですか、これは。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 村長が責任をとるということも当然でありますが、これ言ったと

おり、東電も国もみんな責任とります。しようがないです、これは。要するに起きな

ければよかったというのは、私も議員と同じです。ただ、反対運動はしたかどうかわ

かりませんけれども。しかし、ではどうするかという段階に今差しかかっています。

議員が言われるようなことになりますと、では水は雨が降ったところはどこでも流れ

ていきますので、それを今のことでかぶせますと、今のやり方は多分全部できなくな

ります。要するに除染の仕方がなかなか前に進まなくなります。それをどうするかと

いうことで、今考えてここまで来たわけであります。水は本当におっしゃるとおり、

雨が降って低いところに行きますので、水系は言われたとおりですが、本当に一回降

りますと下流にどこでも行きますよね。それ一回蒸発して、また雨に応じてくれば拡

散していく、言ったとおりです。でも、それを考えた上で、ではどういうふうにこの

半減期が長い、これから本当に苦しむ期間が長くなりますが、それを軽減するために

はやっぱりまとめて、あるいは濃縮するか、あるいは仮置き場に置くか、あるいは中

間貯蔵施設から最終処分までどうするかという道筋を明らかにしなければ、やっぱり

行動は起こせませんし、さっき予算を上げたことについても執行できなくなります。

もっといい方法があればいいんですが、なかなか今のところではこの部分しか実はな

いわけであります。 

   もちろん、やっているうちにもっといい方法が見つかれば直ちにそっちに行きます

が、しかし、今の段階ではそれが最良だろうということで、この放射能特別委員会も

早く仮置き場を探せという話で来ましたよね。ですから、私も同じ考えです、今のと

ころは。ただ、もう少しいい方法があるならば、そっちはもっと研究しますが、やっ

ぱり仮置き場は探さなければなりませんと。ただ、私もいろんなご懸念が出てくるの

は当然だと思っています。議員言っているのも、それは当然ある方の代弁というふう

になりますのでそれは理解しますが、ではそれだけでいいのかというふうになると私

も困るわけです。やっぱり村民というか、今の全体の意見というのはどういった方向

でやるかといえば、除染してくれと必ずなりますので。では、除染したときにはとい

った場合には、仮置き場ができない場合はということは、要するに前に出ましたね、

自分の屋敷に置くしかないと。でも、自分の屋敷に置けない場合はどうするんですか
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といった場合に、やっぱりいろいろ問題が出てきますので、こういった方法しかない

というのが今のことでありますので。では、その際に、どう今の懸念される浸出、流

れ出し、あるいは地震、そういったものに対応するかというふうになりますので、今

回のマニュアルについている１番、がっちりしたもの、さらにはモニタリングポスト

をつくるとか、監視を強めるとか、いろんな見回りをするとか、あるいは計測した部

分をお知らせするとかというふうにやっぱりしていくというのが、一番今のところは

いいのかなというふうに思っているところであります。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） どうも村長のお話は、何かとんでもないようなことばかり言っ

て基本的なものには当たらないんですよ。これは人間というものはね、土の中にいる

ミミズだって心配しているんですよ、私はこの土食っちゃったら何を食うかというこ

と。そういうふうに心配はみんなあるんです。だが、村長は今、仮置き場を安全につ

くるんだなんていうことを言ったといったって、これは信用できないんですよ。今あ

れ国でやっているんじゃないですか、原子炉をとめておくやつを今度は運転するかし

ないかなんて盛んに、もうきょうあたり出すんじゃないですか。あれを見たときにで

すね、動かせば必ず、１分間動かせば１分間の危険を生ずるんですよ。一番安全なの

は動かさないということ。それより安全なのは、あの原子炉を全部廃止して土の中に

埋めちゃうの、これが一番安全なんですよ。その安全からいって、今村長は、行政も

責任とるし国も責任とる、県も責任とるなんていうことを言っていてもですね、全然

責任とってないじゃないですか、この問題起きたらば。責任とるがために何を言った

かといったら、これは想定外でございますと言った、それが国の責任とったことなん

だなんて言っている。そんなことは責任とったことにはならないんですよ。それだか

ら、そういうことになってしまうから、仮置き場なんてつくらないで置かないことが

一番安全なんですよ。それだから置くべきじゃないということを私は言っているんで

すよ。だから、よくもっと考えてほしいと思いますが。 

（「議長、議事進行について」という声あり） 

○議長（鈴木宏始君） ちょっと村長、待ってください。議事進行の発言を求められてお

ります。１５番佐藤富男君 

○１５番（佐藤富男君） 議事進行についてちょっとお話ししたいと思います。 

   ただいま室井議員の質問に対しまして、村長が大変なことを発言されました。それ

は、村長が仮置き場の諸問題が起きたときには、事故があったときは、村長が責任を

とるという発言をされました。これは私はちょっといささか軽率な発言じゃないかな

と思います。といいますのも、村長が責任をとるということは、村民が責任をとるこ

となんですね。村長個人の財産をはたいて責任とるわけじゃないと思うんです。村長

がもしつくって、３年、５年後に新しい村長ができたと。前の村長が責任とるんだか

ら、現村長とりなさいと。もし村長が責任とるんであれば、きちんと条例化をして規

則をつくって、そこで村長は責任とりますということを残しておくのなら、これは村

長の発言は残る。だけれども、ここで簡単に私は村長が責任とることはないと思うし、
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当然責任をとるのは国であり東電なんです。このことを明確に村長は、私は発言を取

り消ししていただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、今の発言に対して取り消しというのは意思はあるんですか。

（不規則発言あり）いずれにしても、議事進行については議長に尋ねられているもの

ですから、議運委員長、すみません。 

◎休憩の宣告 

○議長（鈴木宏始君） 暫時休憩いたします。 

（午前１０時４５分） 

◎再開の宣告 

○議長（鈴木宏始君） 再開いたします。 

（午前１０時４７分） 

○議長（鈴木宏始君） ただいま１５番佐藤富男君の議事進行について協議をいたしまし

たが、村長から説明をしたいというふうな申し出がございますので、これも認めたい

と思います。村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 今の発言で、責任を取り消すかどうかという、１つから言うと、

なかなか取り消しはできない部分があります。１つは、責任はそもそも東電、それか

ら国、これはもちろん理解しています。しかし、この大要ありますね。除染のための

予算を上げたり、あるいはこれも国の金を使ったりしてやる、そして議会にかける、

議会にかけて同意をとる、予算が成立する、したものについては、さっき言ったとお

り説明をする、説明したものを執行するとなれば、これはやっぱり国家の要するに国

費を使う、あるいは制度を使う、それから地方自治の予算の提出をするといった責任

があるわけです。もちろん、今度は契約をした場合は村長名でやりますので。そうす

れば、そのときに、あのときは村長は全然やったことは何もないということは発生し

ない、この中においては。 

   ただ、第一義にやっぱり責任は東電があったり、あるいはこれを認めてきた、認め

たというか、容認してきたというべきなのか、資源エネルギー庁とか、あるいは経済

産業省とか、あるいは内閣の問題とか、いろいろ責任はあります。それはその部局に

おいて皆さんが責任を感じてやるべきです。ただ、最終的にはということになります

と、やっぱり具体的に予算を上げたり執行したりということになりますと、さっき説

明しましたね、私はこういった方向でやりますと言ったことは、これ実は村長が決裁

したり、あるいは契約したりしてやることです。ですから、そこの責任においてはあ

るわけです。ぜひご理解いただきたい。そういう意味で申し上げている。私は国会議

員のことも言えないし、あるいはやれるのは地方自治法の市町村の仕事ということで

ありますので、それはそういうふうになっているわけです、仕組みが。よろしいでし

ょうか。 

○議長（鈴木宏始君） １５番佐藤富男君。 

○１５番（佐藤富男君） 今の村長のご発言をお聞きしますと、村長個人的ならいいんで

す。しかし、予算を提案して、このことを議会に予算を認めてもらう。それを認めた



－24－ 

議会はどうなんですか。村長と同じ同罪じゃないですか。なってきます。なります。

しかし、今回の仮置き場の問題については、環境省、国の指示に従って、県の指示に

従ってやったことではないんですか。このことを村が単独でやったとなるなら、この

予算は通しません。我々は責任負えませんから、これ。もちろん村長から具体的に、

先ほどの何か遮蔽しますとか、袋の問題についても議会に何らお示しもしていなかっ

たし、何の説明もしていないし、議会にですね、そして地元に相談しないでこれやっ

てきたことですから、非常に私は不満だ。だから、私は、議会と村長がこういう中で

この除染の問題を進めることは、村民にとっても不幸なことなんです。だから、これ

一般質問の時間ですけれども、議長においてね、これ非常に後々歴史的に難しい大変

な問題になる可能性もありますから、この問題について全員協議会に移していただい

て、この村長の発言について議会としても認めるかどうかについても、よくお話しし

ていったほうがいいのではないかなと思いますので、議長において議員にお諮り願い

たいなと思います 

◎休憩の宣告 

○議長（鈴木宏始君） 暫時休憩いたします。 

（午前１０時５１分） 

◎再開の宣告 

○議長（鈴木宏始君） 再開いたします。 

（午前１０時５２分） 

○議長（鈴木宏始君） ただいま１５番佐藤富男君より議事進行についての発言がござい

ましたが、これはこれで行いますけれども、その前に、現在一般質問の途中でありま

す１６番室井清男君よりあえて発言を求められておりますので、この発言を許します。

１６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） 村長は、人間の責任というものをどういうものであるかという

ことを、これは常にやっぱり考えておかなくちゃならないんですよ。私は、もう以前

から責任というものはね、村長知ってますか、「任務は神聖なり。責任は極めて重し。

一業一務忽せにせず、心魂を傾注してこれ一切の手段を尽くし、常に備え厳に警めざ

るべからず」というのが、これが責任訓なんですよ。この基本を分解すれば、責任と

いうものは全部にあるわけでない、行政にあるわけでない。責任というものは、それ

を発している自分にその責任というものがあるんですからね。今一般質問の中でお話

ししようと思ったんだけれども、恐らくこれが幾ら村長がここで責任をとると言った

って、置くのは３年間なんでしょう。果たして３年間たって持っていくか持っていか

ないかわからないけれども。それを持っていかなかったとしたらば、村長の任期はい

つまでなんですか。任期切れちゃったら、私は終わったんだから責任はありません、

後は勝手にやってくれと。行政の継続性はあってもですね、行政の継続性なんていう

のは、あとの村長が出てきたらやるかやらないかは、これは村長の考えることなんで

すよ。そうしたら、佐藤正博村長としてこの責任を果たすというならば、この次もま

だ村長をやるんだということを言わなくちゃならないですよ。どうなんですか、これ
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は。（不規則発言あり） 

○議長（鈴木宏始君） １６番の発言は、とりあえずここでいいですね。（不規則発言あ

り）１５番佐藤富男君より全員協議会の希望がございましたので、ただいまから午前

１１時３０分まで休議とし、その中で全員協議会を開催したいと思います。 

◎休憩の宣告 

○議長（鈴木宏始君） 暫時休憩いたします 

（午前１０時５６分） 

◎再開の宣告 

○議長（鈴木宏始君） 再開いたします。 

（午前１１時３０分） 

○議長（鈴木宏始君） ただいま１６番室井清男君の一般質問の途中ですが、これを続行

いたします。（不規則発言あり）ただいま２５分の休議の中で全員協議会を開催しま

して、１５番佐藤富男君から発言ありました「責任」問題について全員協議会を開催

し、検討いたしました。まだ結論には至っておりませんが、一般質問を続行すべしと

いうことで、この後、文書等で村長のご返答をいただくというふうなとりあえずの形

で一般質問を続行いたしますので、よろしくお願いいたします。１６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） 新たに質問いたします。先ほど来の私の質問の中で、そこに廃

棄はですよ、今除染した廃棄物をあそこに置いたならば、これは当然３年間で撤去し

ますとは言っているが、永久的な置き場になってしまうのではないかと。そうすれば

永久的な置き場になってしまえばですね、なおさら危険がふえていくんですよ。とい

うことは、きのうきょうの問題だったらば、これ天候もこんなふうだから問題は起き

ませんが、長くなれば長くなるほどその間には必ず災害が起きるんですよ。その災害

が起きたときに、山崩れとか地滑りとかそういうものを起こして、当然置いたものま

で黒川に流し込んでしまうんです。そうした場合には、黒川はずっと汚染されてしま

うんです。 

   今、あの黒川の漁業だって林さんで２カ所、それからその下に行って伊王野のちょ

っと下へ行くというと、今度は別の業者がまた漁業をやっているんです。その漁業に

も大きな影響、恐らくそんなことがあったらば、その漁業はだめでしょう。そうした

ら今現在どうかといったら、先ほども申し上げましたように、今あの場所には観光地

としてどうぶつ王国という子どもたちの遊び場があります。その上に行けばスキー場

もあるんです。こいつはこの前、協議会のときも申し上げましたように、どうぶつ王

国でもあそこの観光地は守りたい、あそこを観光地として発展させたいということで、

那須町であの周辺にその置き場をつくろうかとしたときに、ここは観光地で守らなく

ちゃならないからということで那須町のあそこの住民から反対されて、結局、那須町

でもあそこは置くということは断念したわけなんです。それだから、あのスキー場の

ほうの支配人が言っていました。ここにそういうものがつくられたとするならば、ご

み置き場にはお客さんは来るはずないのだから、この会社はどこかに撤退しますとい

うことをはっきり言っていましたよ。それから、どうぶつ王国のほうの支配人は、那
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須町で置きたいんだということに対して、おれたちはここは観光地だからと言って反

対して置かせなくしたんだから、幾ら西郷さんで来られたからといって、おれはそこ

さ置くのは結構ですということは絶対に言えない、あくまでもどうぶつ王国としても

反対ですよと言っているんですよ。それで、あの黒川沿川の各集落はみんな反対なん

ですよ。 

   私は、あそこの豊原の代表にも会って聞きました。それから、綱子の代表にも会っ

て聞きました。もう豊原でなんかは、もうここら辺にはそういうものは絶対置かせな

いと。それで今、那須町でも困っているんじゃないですか。ごみ焼き場のところに集

めて置いたやつを。もう期間が来たからそこから移さなくちゃならない。どこに移す

か。あの矢の目ダムのところに、何か話に聞いたら５０町歩ぐらいの町有地があるか

らそこさ置くかと。これもあの周辺の住民が反対して、そんなものはここに置いても

らったんでは困りますよということをはっきり言ってましたよ。それだから、西郷で

もってあそこにそういうものをつくってですね、どうします。漁業関係もだめにして

しまう、あそこの観光地としての子どもたちの遊園地もだめにしてしまう、スキー場

もだめにしてしまうとしたら、これはもう当然風評被害にそれは当たるんでしょうが

ね。だめにしたときに、西郷村ではわかりませんなんていうことが言えますか。これ

は国だって東電だってその補償はしなくてはなりませんが、今この問題が起きていて

補償したやつは大体何パーセントぐらいありますか。補償されたのはわずかでしょう。 

   だから村長の、この前あれは何の補償金だ、何だかの補償金、３０万の３万か、そ

れをくれるというときには、村長、おれはそんな金要らないと言ったらもらえなくな

っちまうから、それでいいですと言ってきたんだ。これで西郷村民全部にその損を与

えておくということは、どれくらい損してますか、これわかっています。あれはあの

ときにもっと西郷が突っ張って、それに賛成する町村と一緒になって立ち上がって要

求したらば、あれだって取れたんですよ。それじゃ、そういうことがあるんだから、

村長の考え方一つでは損をするも得するもはっきりあらわれてくるんですよ。それだ

から、そういう責任の所在を明確にしてくださいとさっきそれ言ったんです。村長は、

これからもずっと村長をやるんだと言うんだったら、信頼することもできます。とこ

ろが、選挙という洗礼のときに村長が外されたとしたら、次の村長は、私はそんな約

束していませんからやりません、幾ら行政の継続性というものが法律で示されていた

って、次期村長の執行者がやるかやらないかのその問題なんです。じゃ、その責任は

村長にとれと言ったって、村長とりようがないですよ、実際のところ。それだから、

潔くそういう責任は私はとれませんと、それだから皆さんの言うことはよく聞きます

から、皆さんでもってよくやってくださいという答弁が何でできないんですか。それ

取り合ってください。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） ご懸念の話はよくわかります、私も。本当に例えば風評でもあっ

ても、会社がつぶれたとか、あるいは個人的に生活が激変したとかということになれ

ば、これは本当にどこが責任とるかわかりませんね。しかし、今どのようにこの放射
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能から健康を守って、そして将来につなげていくかという話をしているわけです。起

きちゃったものを、じゃ起こさないようにしてくれという話は、もちろん予測ですか

らこれからのことはいいんですが、今あることをどうしようかということで、実はこ

の予算も、それからご質問の趣旨もあるわけです。それで、それをどうガードしてい

くかということをやっぱり仮置きの仕組みを説明、足りないと今言っていましたけれ

ども、もちろんこれから地元も説明をちゃんと申し上げます。それでやってこれは大

事だと言うのであれば、今のホットスポットとか子どものところとか、やっぱり健康

被害を軽減、あるいは除去できるだろうという見込みでこれを言っているわけです。 

   それで、１つはその説明がご理解をいただいて、即座に早くやってよかったよかっ

たとなるのか、あるいは今言われたように、もう既に議員は豊原へ行ったらどうのこ

うのという今お話ありましたね。要するにだめだと。だめだというよりわからないと

いうことだろうと思いますね。それが本当にいい方法なのかどうかという説明は、よ

く申し上げたいということでさっき言ったわけですが、まず、しかし、あらかじめ算

するということで、こういうことをやるので予算をとやって執行してくださいと言っ

たときに、今の説明をしてやるという二重になりますので、ぜひそういったほうにい

きたいと思っています。ただ、言われたとおり、いろんな心配がありますので、それ

は本当によく調べて説明しなければならないというふうに思っております。ただ、学

説いっぱいありますので、それを本当にどこに基準を置くべきかというのはなかなか

大変だと思いますけれども、しかし、やっぱり我々はこの村の研究機関、あるいは県

の研究機関よりも、国家を挙げてといった部分がやっているところは信じていきたい

というふうに思っているところであります。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） これはどなたが考えても、そういう関係の責任を持ってこうや

りますということは、そのことについてはないですよ。責任持って解決できるなんて

いう問題はないんですよ。ただ、今私が主張していることはですね、いいですか、あ

の真名子川もこれは汚しちゃだめなんだということですらも、母なる川を汚さないん

だ、守っていくんだということであの産廃が廃止されたでしょう。だから今、きれい

な水が流れているでしょう。黒川もそうなんですよ。黒川もあのゼロ地点からずっと

下流に行くまでには、水がきれいだから漁業があるんです。漁業組合でもやっている

んですよ。これ水がきれいだからです。その水のきれいなことを守るというのが水質

を守る、環境を守る、すべてをやっぱり守らなくちゃならないですよ。 

   それだから、今の村長のやれることとしたらですよ、これだけのこの問題をぶち散

らかしたのは東電ですよ。東電があんなものをつくって、こんなことになったからこ

ういう問題が起きているんですよ。それだから、まず村長のやれることはですね、東

電に言って、東電でぶっ散らかしたごみなんだから、東電が責任を持って拾い集めて

くださいと。そして集めたやつを、あの東電の場所にはもう永久的に人間が住めるよ

うな場所ではないんです、あそこは、もう永久的に。そうしたらば、西郷村でもって

集めたそのごみは、東電のあの場所へ持っていって捨てるというような、そういう交
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渉ができないんですか。そういう交渉をやってですね、そして西郷村でもってどんど

ん除染したやつをダンプに積んで、あそこまで持っていってやればいい。今、

３・１１のあの瓦れきを東京のほうまで持っていって処理しているんじゃないですか、

あの大型に積み込んで。そうしたらば、この辺の除染したごみをあの東電の場所に持

っていって捨てるぐらい、どうってことないでしょう。そういう交渉をするんだった

ら、これ責任を持って交渉できるんですよ。だから、その辺はどうなんだということ

を、そいつを説明してくださいよ。できなけりゃできないでいいですよ。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） お話しの議論は最初にありましたね。私たちは何も自分でそんな

ことをやれる技術もないし、そんなのは国と東電にやってもらいたい。最初からそう

言っています。しかし、だんだん時間がたってきますと、もう皆さんは待ってくれま

せん。待てないですね。ましてや１年３か月たっちゃって。そのやり方たるや、この

予算も確保できないとか、あるいは人がいないとかいろいろ言っています。そこで業

を煮やして、それなら我々がやるから、我々のやり方でちゃんとお金を出しなさいと

いう方向にだんだん転換してきました。 

   そこで、結局、本当に高レベルのところは、２０ミリシーベルト以上は国がやると

まだ言っていますね。しかし、飯館とか何かは仮置き場がまだ決まっていません。ど

こがやったのが一番早いのか、あるいはだれの声を聞いてやるのが一番いいのかとい

うことに、実はだんだん話が変わってきました。言われたとおり、私たち何もしなく

て３月１１日以前のものに戻してくれれば何の問題もないんですけれども、多分でき

ませんね。できなくて時間がたってしまった。時間がたってしまったことをどう取り

返すのかということが今のポイントです。そうしますと、やっぱりできるところから

早くやろうということになってきます。それで今のところへ来ましたが、議員のお話

は、水って本当に大切です。しかし、水の大切さが全部としますと、今の仮置き場の

施設は実は言っていることは全部に同じ、共通ですね。雨のものと、それから地震と

大水害が起きた場合は、多分ひとたまりもありません、言ったとおりになります。し

かし、それをしない、それが理由でどこにつくっても水は流れてどこの川にも入る、

どこで影響あると考えた場合は、多分、きのうテレビでやっていましたね。アメリカ

だかどこかに流れたものが返ってきたという話が１つ。そういうふうにやっぱり動い

ていきますので、水はどこへでも行くんだと思います。 

   では、それをもって仮置き場も設置できない、除染したものも多分置けない。それ

をもっと突き詰めていきますと、極論すれば、では家庭の中のものも自分のうちの庭

先に置いても、人のうちにいつかは行くのではないかという懸念が出てきます。どこ

で線を引くかですね。ですから、やっぱりその部分をちゃんと研究してきた今の除染

マニュアルありますね、もう１年、ちゃんとつくったもの。そういったものに頼って

やるというのが一番いいのではないかと思っています、私は。ただ、これがやっぱり

信用できないからだめだと言われれば、それも話ですが、でも、やらなくていいのか

ということで対立した場合は、なかなか先に行きませんね。今、一歩出たのが今の仮
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置き場の話でありますので、ぜひご理解と、わからない部分もご指導賜りたいと思っ

ております。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） 実際のところ、村長が今ここでもって、この放射能関係でもっ

て何を申し上げようとどう申し上げようと、我々はそれを信頼して聞くことができな

いんですよ。そのできないということは、国、原発がその責任の所在を明らかにして

いないんですよ。西郷に、ここへ２回か３回来られたことがあったけれども、あれは

こっちから来いと言って呼んだから来たにしかすぎないんです。そうしたら、この除

染問題でどうしますかということを、国なり原発のほうから誠意を持って西郷に足運

んだことがありますか、これ。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 県の人も国の人も東電の人も来ております。もちろん議会にもこ

こに来ましたね。しかし、あれは形です。実際どのように今の具体論が詰められてい

るのかということがやっぱり大事でありますので、今の責任は言っているとおりで、

そのとおり私もそう思っています。ただ、時間は待ってくれない部分がありますから、

その部分をどうするかということになりますと、やっぱり私たちが一歩出なきゃなら

んというふうに思っております。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） この除染問題について、これはできることとできないこととあ

るんでしょうが、でも、もうこれ以上全部、もう手をつけようがないということに今

なっているんですよ。もう田んぼに行っても畑に行っても、どこにでもあるんですか

ら。ただ、これ以上その線量を上げたくないというのは、これはだれしもが持ってい

ることです。それだけに今、先ほどから申し上げているのには、もし黒川を我々が守

れなかったならば、その汚染された水が田んぼに入る。田んぼの線量を上げてしまう。

そういうことになっていくんです。それだから、そんなその汚れた水をですね、我々

は田んぼつくっている以上においては、これはかけたくありません、そんな水は。や

っぱり田んぼつくっている以上においては、何も汚れていない線量のないきれいな水

をやっぱり田んぼにかけて、よい米をつくるということしかありませんからね。 

   それだから、そういう趣旨に基づいて村長は行動を起こさなくちゃならないんです

よ。その行動を村長がいつも起こしていないから、村民からどうしたんだ、どうした

んだと声が上がるの当然じゃないですか。だから、もっと行政が先頭に立って行動を

起こして、そしてなるべくきれいな水はきれいな水で守っていこうと、きれいな田ん

ぼはきれいな田んぼで守っていこうということに焦点を当ててですね、それで国なり

東電との交渉を進めていく、こういうことでいかなくちゃ当然この問題は解決しませ

んよ。それだから、例えば西郷なら西郷でもって、これから小さい子どもたちもその

放射能に汚染されている場合もあるんですから。また、私は去年６月ごろから騒いで

いるんですが、子どもさんたちの健康診断をやって、そして子どもさんを抱えている

お母さんたちに、あなたのところの子どもさんは健康ですよ、大丈夫ですよというそ
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ういうお答えをかけてあげなさいということは、前々から言ってあったでしょう。そ

ういうことを村長は取り上げてですね、これはやらなくちゃならないです。それをや

らないから、村も信用できない、県も信用できない、国も信用できない。もちろん東

電は信用できませんわ。 

   じゃ、これを逆にですね、国や県のほうから来て、そして西郷さんの要望にはこた

えますから、ひとつ話を聞かせてくださいということで誠意を持って来るなら我々も

信用できるんですよ。それを全然来ないでですね、西郷は西郷でうまくやってくれる

んだろうぐらいのことで、そして村長はその置き場をそっちこっちに置いて、そして

あっちへ置くとかこっちへ置くとかって。それで、その座談会にも村長は出て行って

いないんじゃないですか。（不規則発言あり）いや、言っていましたよ。だれか言っ

てたよ。川谷の座談会に、職員は来たけれども村長は来なかったとはっきり言ってま

したよ。そういう形の中でこの除染がどうしてできるんですか。これ信用しろと言う

ほうが間違ってますよ、我々そういうことが信用できないんですから。どうです、そ

ういうのって。これは黒川行政区、それから大清水行政区、こういうのに影響するこ

とですから。これに村長、行く誠意があるんですか、ないんですか。恐らく村長のこ

とだから行かないということになるんでしょう。わかってますよ、それ。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 私も川谷は行っていますよ。今行かないと言われましたけれども。

ただ、４回か５回やっていますので、全部には行っていません。もちろんいろんな都

合があったりして。それはご理解していただきました。もちろん行けるときはどこで

も行きます。そういう気持ちでいます。それからあと、一歩を踏み出さないとか、一

歩踏み出そうとしているのが今の仮置き場です。仮置き場がだめだと言われちゃうと、

なかなか次の２歩目が出てきませんね。今一番やっぱり早く仮置き場を、特別委員会

でもそうでしょう、特別委員会が議会でもやっぱり仮置き場を早く探して除染を進め

るべきだというスタンスにあるわけです。ですから、議員からそうだめだと言われて

しまうと、さっき手を出すなということですよね。要するに何もしないほうがいいと

いうことでしょう。ちょっとそれではやっぱり足らないと思いますので。（不規則発

言あり）だから、もうちょっと今の部分はやっぱり説明して、やりたいと。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） 私が求めていることはですね、もう村長がそれまで言うんでし

たらば、私の言いたいことをはっきり結論を申し上げれば、仮置き場をつくらない方

法でもってこの除染対策を考えなさいということなんですよ。それに村長が努力して

いるかといったら、努力していないからこれは何だということでこれが出るのは当然

じゃないですか。どうですか、その辺。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） それは言われることはわかりますが、仮置き場をつくらないでや

る方法も多分あるかもしれませんが、今のところはやっぱりそれにかわるものはなか

なか見つかりません。結局、置く場所がなければ、この前出ましたね、自分の敷地に
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置くしかないとか、そういうことになるわけです。では、もっととなりますと、何か

濃縮法ですね。それができればノーベル賞ものだというふうに言っていますが、今の

ところはなかなかそれが決定的ではありません。よって、仮置き場を探すということ

にしているわけです。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） もうこれは何回も何回もしゃべりたくないんだけれども、村長

は仮置き場、仮置き場と言うけれども、その仮置き場をつくらない、仮置き場に置か

ない。その裏づけは何だと言ったらば、仮置き場ということで仮に置いたといったっ

て、もうそこは永久的にそこに置きっぱなしになるのではないのかと。それを信用し

ろといったって、それを保証する機関はどこにあるんですか。３年の何月幾日には必

ず持っていきますというようなことを保証する機関はないでしょう。国によったって

東電によったといったって、適当な返事はするけれども、でも実際にそのときが来た

ら持っていくかといったらこれ持っていかないでしょう。そうしたらば、そこさ仮置

き場でなくて永久置き場になっちゃうんです。永久置き場になれば、長年通じるから

それに災害が起きれば、それは黒川にも流れていく、阿武隈川にも流れていくという

ことになるんですよ。これを黒川の上流に置くなんていうことだから、まだこの程度

でおさまっているけれども、これやってごらんなさい。あの堀川ダムの上に置きます

よと言ってごらんなさい。これは西白河郡挙げての問題になりますよ。じゃ、そうい

うところを考えた場合にはですね、黒川だからいいんだと、あっちは栃木県なんだと、

おらほには関係ないんだという、そんな態度にしか村長、すぎないんじゃないですか。

どうなんですか、それ一体。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） やっぱりご心配のことを皆さん持っていますので、それをどう説

明して、それならしようがあるまいと。もちろんこれは好んで歓迎すべきものではあ

りませんね。もちろんこれは迷惑施設です、言ってみれば。それを、では今の策とし

て、これがいいだろうと思っているということで理解しているわけですよ、私は。た

だ、それは信用できないと。本当に３年にびっちりできるかと言われると、今、大臣

とか国が言っているから私はそう申し上げている。そう努力してもらう人もないし、

私が言うんだから国にももちろんそうしてもらう。それは国から言われているからそ

うです。ですから、それが言っても信用されないとなれば、これは万事休すですね。

（不規則発言あり）保証するというか、やっぱり国が言っていることを、そうやると

いう前提で口伝えに言っているという形になるわけですが、だれが保証するんだとな

れば言っている国しかありませんね。それはそうしてもらうように、私たちも要請は

していますし、ぜひともそれよりもっと前に、３年と言わず１年でも、もっと言えば

さっき議員が言われたとおり、中間貯蔵施設みたいなものがもっと早くできてダイレ

クトに持っていけたらなおいいです、私は。ただ、今の段階では、本当にそれ以上私

も踏み込んで言えるだけのそういう先のもっといい話、情報を得ていませんので、今

の状況で申し上げているわけであります。ただ、言われたとおり、もっといい方法を
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探るべきだというのはそのとおりで、やっぱり考えて物申していきたいと思っており

ます。 

◎休憩の宣告 

○議長（鈴木宏始君） これより午後１時まで休議いたします。 

（午後０時０１分） 

◎再開の宣告 

○議長（鈴木宏始君） 再開いたします。 

（午後０時５９分） 

○議長（鈴木宏始君） 休憩前に引き続き、一般質問を続行いたします。 

   １６番室井清男君の一般質問を許します。１６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） 午前中で大体終わりになるかなと思っておったんですが、何か

昼を食べているうちに、午前中ずっとやってきたものを拾い出していったら、最後に

残ったのは、村長がこういう問題に対しての責任の所在が明らかにされていなかった

んだよ。だから、村長は、先ほど来から大分あらゆる問題に対して責任をとりますと

いうことを並べてきたんだが、その一つ一つに対するその責任の所在を村長から明ら

かにしていただきたいと思います。村長の責任によっては、また続行いたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 責任のとり方ですね。いろいろ個人いわくの話をさっき伺いまし

た。結局、今の制度上といいますか、国会議員が内閣を組織し、あるいは国政に対し

て責任があります。もちろん今言われた法制下の問題も含めて。それから、やっぱり

地方制度というのも憲法に規定されていて、県、市町村ありますね。それは地方自治

法の中にやるべき仕事と、それからそれを執行する責任等が書いてあります。そうい

うことについてやっぱり責任は、もちろん選ばれたからにはやる、やり遂げるという

責任があります。個々にと申されますと、やっぱりここでの事象は、具体的には予算

を編成し、そしてそれを執行するという大きな形になっていきますので、その最初か

ら予算をつくる段階から調査をしてやるということになりますと、やっぱり１年間

３６５日１２カ月、どのようにこの単年度主義の予算を執行していくかということに

おいて具体的になってくると思いますので、それらについてはご指摘ありましたとお

り、よく話を聞いてやりなさいということだろうと思いますので、そのとおり一生懸

命やっていきたいと思っております。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） ただいま村長、責任をとるということを言っているんだけれど

も、ただ責任をとるということを言っているだけで、これはこういう責任をとります

ということを何も言っていないんですよね。それだから、先ほどから申し上げました

ように、あの那須甲子の間の観光について、あれを脅かすようなことがここから発生

した場合には、村長はどういうふうな責任をとるかということなんですよ。例えば今

度はそれを置いたがために、あのスキー場がどこかに行ってそれが為に撤退するとい

ったような場合には、これをどうするのか。それから、あそこのどうぶつ王国がお客
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がなくなった、倒産だということになったときには、村長はそれに対するどういう責

任をとるのかですよ。あと、あの川にはずっと漁業がございます。そうすると、２か

所はこの林養魚場でやっている漁業があるんです。これに対する責任は村長はどのよ

うにとるか。それから、伊王野から先に行ったところに、黒羽の次になるんですが、

そこにあそこの那珂川漁業協同組合でやっている漁業があるんです。これが脅かされ

た場合には、西郷村として村長としてどのような責任をとるか。これそういう責任を

とる箇所がたくさん出てくるんですよ、これをやることで。やらなきゃ出てこないで

すから。その場合には一つ一つ、この問題についてはどうやりますということですね。

そして、その責任をとる中途において村長が解散になった場合には、村長解散後はど

うなるかということ、それも責任の所在として明確にしてください。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 今言われましたとおり、本当にそういう事態になったら大変です

ね。それで、今の原子力の損害賠償について、具体的に損失補償とか風評については

具体的に東京電力、それは原賠審の指針に基づいて、文部科学大臣はそれを上回るこ

とも考えて補償しなさいというふうに言っておりまして、それが風評まで含めた直接

被害、実害もありますので、それはそれで出てきます。ただ、今度はもっと健康被害

とか、あるいは除染とか、そういった問題については国が環境省の予算をつけてとい

うことで、これは除染をする道を開いています。これは東電が、私たちは当然やって

もらったほうが言ったとおりいいですよ。しかし、それは市町村がやったほうがいい

という声もあったりして、それはそれで道が開かれているわけです。それで、結果と

して、では除染をやって、今具体的に出ましたね、漁業の問題とかいろいろ。それが

直接的に本当に明らかである場合は、やっぱり実害とみなさなければなりません。そ

れは実害として対象の第１位ですね、わかりやすくて。今まで出荷制限とか摂取制限

がかかって、あの問題は去年最初にこの問題がなりました。それも最初に補償しなさ

いというふうになりましたね。牛乳でも何でもそうです。そういうふうに明らかなも

のと、それから因果関係がということで今いろいろ原賠審のことと東京電力、いろい

ろ弁護団がいるそうですから、それとの確執があります。 

   ただ、それをやっぱり具体的に生活の中でこれがそれに起因してとなれば、いろい

ろの問題を殊さら人に言うまでもなく直接請求しなければなりませんね、生活できま

せんから。そういったことでやっぱり東京電力、あるいはそれから除染の問題とか、

１本２本というより何本もこれルートがあって予算措置とかがあります。それを一番

いい方法ということを調べて、今この除染の方法の中で来ているわけです。ですから、

私は、この除染の仕方として仮置きをつくってそこに一時保管する。そのために、今

議員が言われたような問題が生じないような方法でやっていきたいということです。

ただ、出た場合どうするんだと言われた場合は、これは１００％ないとは言えません

ね、地震とか今まで予測がありましたから。だから、それに耐え得るといいますかね、

大雨でも例えばこの前言ったような雨でも耐えられるのかとか、そういったことをよ

く考えてやっていく必要があるだろうと思いますし、それは当然今のマニュアルの中
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にはいろいろ加味されているというふうに私は思っているわけであります。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） 何か村長の今の答弁の中で、果たして何を言っているんだかわ

けのわからないようなことも二、三カ所あったんですが、これはやっぱり西郷村が主

体となってやったところはですね、西郷村がその責任をとらなくちゃならないんです

よ。そうしたら、いかなる問題でもやっぱり村長がその責任をとらなくちゃならない

んです。ところが、どうなります。村長が責任をとろうとして、その責任をとるとこ

ろまで来たときに、村長、解散になったらどうします。おれはやめたから知らないと

なるんですか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 任期は永遠でもありませんし、この原発の問題と絡む問題は議員

ご指摘のとおりだと思います。ただ、長の執行権というのはそこに歯どめがかかって

いる、要するに議会が承認しなければ執行できません。そういうふうになっています

ので。ですから、承認したものについては執行すると、こういうふうになります。そ

れがなければ、それで今言われたとおり、途中から予算を追加してとる場合は、また、

人がかわった場合は、提案権と一連の予算の中でそれはできると思いますが、ただ、

基本路線を踏襲するかどうかについての思想ですかね、そこまではこれはやっぱりお

考えが違う場合もあるかもしれません。それはそういうことになってくると思います。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） これ、ただいまの村長答弁でね、これ聞いておったら村長の本

音が出てまいりました、今は。これは村長が責任をとるとここで言ったそのことがで

すね、これを行く行くはその責任は議会に転嫁するんだという、それにしかすぎない

んじゃないですか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） そういうわけではなくて、予算をそういう方向で承認するといい

ますかね、議決する、その次の実施は今度は執行権というふうになります。その機関

を持っているわけですから。それはそのときに、言われたとおりちゃんと説明をした

のかとか、ご理解をいただいたかということになるわけです。それは十分やっぱり説

明をしたりご理解を得てやっていくということになりますので、それはそれで責任転

嫁とか何かにはならないと思います。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君。 

○１６番（室井清男君） 村長は、それ責任転嫁ではないと言っていますが、もう何につ

けても、今度はこれをやりたいと思ったんだけれども、議会が通らないからできませ

んと、やめましたということで村長の責任というものは終わっちゃうんですよね。そ

うしたら、一番最後にしょったのは議会と村民なんですよ、この責任をしょわなくて

はならなくなったのは。それだから、これ大変なことになりますから、自分はその辺

で大分今心配しているところなんですが。じゃ、そいつも何か昼食べているうちに、

村長が午前中言ったことをずっとこう寄せてきたらば、責任はとるとると言っている
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けれども、果たしてこれはどういう責任のとり方をするのかといったら。だから、そ

の責任のとり方については、議会というものがあるんだから今度は議会が通らなけり

ゃ長はやり切れない、こんなことは当たり前のことなんですよ。それだから、そうい

う場合が来るからですね、これやらなかったら何も来ないんですから。だから、やる

よりはやらないほうがいいんですよ、こんな危ないこと。これは危険ですから。 

   そういう意味においてですね、とにかくあの黒川に対しては、放射能を含んだごみ

は松葉１本なりとも流さないようにしてくださいよ。これはやっぱり村長にこの場を

通じてお願いをしておくところなんですから。じゃ、これにもやっぱり責任を持って

すっきりとやっていただきたいと思います。村長に要望して質問を終わります。大変

長い間ご苦労さまでございました。 

○議長（鈴木宏始君） 今のは要望ですか。 

○１６番（室井清男君） 要望です。 

○議長（鈴木宏始君） １６番室井清男君の一般質問は終わりました。 

   続いて、通告第２、２番真船正晃君の一般質問を許します。２番真船正晃君。 
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◇２番 真船正晃君 

          １．少子化対策について 

          ２．道路行政について 

○２番（真船正晃君） ２番真船正晃。通告に従いまして一般質問をさせていただきます。 

   まず、１番目の質問でありますが、少子化対策についてお伺いをいたしたいと思い

ます。村長は、常々子どもたちは村の宝だということをおっしゃっておりますが、私

も同感と思っております。しかし、残念ながらその宝の数である子どもの数がだんだ

ん減る傾向にあります。将来のこの西郷村を背負ってくれる子どもの数は、平成

２４年５月１日現在の人口調査結果で見てみますと、ゼロ歳から１４歳までの年少人

口は２,９２０名、全人口が１万９,５９６名ですので、１５％ということになってお

ります。この１５％の数字は、県下の各町村の中ではトップが大熊町の１５.８とい

うことで、第２位で西郷と鏡石が同率ということになっておりますが、県平均は

１３.１％という数字になっております。このように、県平均より見ますと、西郷村

の子どもの割合率は高くて非常に喜ばしいことだというふうには思うんですが、別な

角度から見てみますと、平成２３年１２月末での１年間の出生数、この数が１９１名

でありました。では、死亡者数はということで見てみますと、２２０名亡くなられる

ということで、生まれてくる子どもの数よりも亡くなられる方のほうが多いという逆

転現象になっております。それは２１年の増加傾向から逆転して、毎年下がってきて

いるというような状況が続いております。このような状況の中で、村は現在どのよう

な少子化対策に取り組んでいるのか、まず、この点についてお伺いをいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） ２番真船議員の一般質問にお答えいたします。 

   この少子化対策ということをおただしでございまして、大熊に続いて第２位、前は

１位だったんですけれども、やっぱりちょっと陰りが出てきたのかなと、本当に心配

しております。孫の顔を見るとか、あるいは子どもの人材育成を図っていくのが人生

の最大の目標ではないかというふうに先人は言っておりますので、私どももそういっ

た形でいきたいというふうに思っておりますが、これまでどんな事業なのかなという

お話でございます。 

   まず、若い人が多いということで、共稼ぎ等がふえている現状にありますので、保

育所の充実を今までやってまいりました。定数、あるいは保育時間、あるいは保育料

の軽減、こういったことをしております。さらに乳児から、幼児からになってきます

とやっぱり一時保育や児童クラブ、もう少し学校大きくなりますね、放課後児童の対

策とかそういったことをやっております。またさらに、保育所、幼稚園、そういった

ところに行っていない子どもさんもおりまして、つどいの広場等を開設したりという

ことをやっぱり面倒を見るという人的なバックグラウンドをつくってきた。さらには

医療費がというふうになります。これまで社会保障費の中で、子どもがやっぱり一番

大人になって後遺症を残すようなことになっては困るということで、医療費について

の要望が高いということがありまして、県も今回１８歳まで打ち出しましたので、
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４月からそれに取り組んだということで前倒しをしている、そういった健康、あるい

は母親にかわる面倒を見るといった、そういった本当に小さい子どもたちのためのと

いうことをやってきているところでございます。 

○議長（鈴木宏始君） ２番真船正晃君。 

○２番（真船正晃君） 今、村長の答弁をいただきました中に、それぞれ小さい子どもた

ちの対策等お話をいただきましたが、その中に医療費の部分がございました。県は

１０月から１８歳未満の子どもたちに対しての医療費、子ども医療費を無料化すると

いうことになるわけでありますが、村としては４月から実施をしていただいているわ

けでありますけれども、この４月から実施をしております１８歳未満、県が１０月か

ら実施することによりまして、村の持ち出し分はどの程度軽減されるのか、その見込

み額についてお伺いをいたしたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 県の子ども医療費の無料化補助対象年齢引き上げ実施に伴う村の

負担軽減見込みはどの程度かというお話でございました。報道等にもありますように、

県内で安心して子育てができる環境づくりを進めるために、本年１０月診療分から小

学校４年生以上、１８歳に達した後の３月３１日までの児童等を対象に一部負担金

３０％を全額補助するよう予定されておりますが、詳細はまだ手元にはありませんが、

方向はそういうことになっております。そういったことで、村では４月から前倒しし

てまいりました。年額３,９８０万２,０００円を見込んでおりますが、本事業による

負担軽減額は対前年比の年間総額で算定いたしますと、小学校４年生から中学３年生

までの６学年分の医療費が対象となりまして、軽減額は小学生分１,６４０万円程度、

中学生が１,１７０万円程度、合計２,８００万円程度を見込んでいる状況でございま

す。 

○議長（鈴木宏始君） ２番真船正晃君。 

○２番（真船正晃君） ただいま２,８００万円程度の見込み額だということで答弁あっ

たわけでありますけれども、この２,８００万、１８歳まで引き上げになることから

の軽減分ということでありますので、この軽減される金額につきましては、ぜひこの

少子化対策に新しい対策を提案を１つ提案させていただきたいと思いますが、その新

しい対策にぜひ使っていただきたい、生かしていただきたいということをお願いを申

し上げたいと思います。この新しい対策といいましても、新たに手出し、財政が非常

に厳しい中でありますので、村が新たな支出は難しいと思いますので、今申し上げた

ような形で軽減分を生かしていただきたいということでお願いするわけでありますが、

例えば出生祝い金ですね。子どもが生まれたことに対しての村のお祝い金という形を

ぜひ制度化して、それが少子化対策につながるということでお願いしたいと思います

が、まず、その内容についてでありますけれども、第１子から生まれた場合に、１つ

の例でございますが、例えば村の花でありますヤシオツツジ、これらの苗木を記念樹

としてお祝いとして差し上げ、村の中を村の花のヤシオツツジできれいにそれぞれの

赤ちゃんが生まれたうちでは植えていただいて、何年か後にはきれいな花が咲くとい
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うようなことを考えてみてはいかがかなと。 

   さらに、一番大事なことでありますが、やはり第３子、子どもさんの数をこれから

ふやしていくのには、第３子以降の手当てが必要だというふうに考えますので、１子、

２子は今の記念樹のような贈呈でよろしいかと思うんですが、第３子からはそれに祝

い金を贈呈するということで、子どもを持つ親の方々が子どもを育てる上での一番の

悩みが経済的負担の増加だということで、内閣府がアンケート調査した中でもその回

答が一番多いというようなことでありますので、やはり経済的負担を軽減してやるこ

と、これが一番大事ではないかというふうに思います。子どもを産みやすい、育てや

すい環境をつくってやること、それがひいては子どもを増やし、この西郷村にこれか

ら結婚する若い方々も、結婚して家庭をつくって子どもをつくっていく上では、西郷

村に家を建て、家族で住みたいというような気持ちになっていただくこと、若い方が

新たにこの西郷村に住んでいただくということが子どもの数を増やし、ひいては２万

人、過去２１年だったかと思いますが、１万９,８００人近くなったかと思いますが、

それが今までの最高の人口というふうに思っておりますが、それ以降は年々下がって

きておりますので、ぜひ２万人達成、人口の２万人をぜひ達成できるような対策をお

願いしたいというふうに考えております。このことにつきまして、村長のお考えをお

伺いいたしたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 次に、出生祝い金の創設ということでお話をいただきました。第

３子が目標であるということは、まことに同感であります。やっぱり社会の少子高齢

化が進行しているということは、ほかの国もありますが、フランスはこの出生率が回

復しましたですね。いろいろ手段を講じたということを聞いておりますが、第３子と

いうのはそういう意味で言うと、２.２ぐらいじゃないと人口を維持できない、それ

よりプラスするためにはそれ以上なければというふうに言われておりますので、第

３子というのはいい着目だと思っております。 

   第１子、第２子、ヤシオツツジのお話がありました。全国的にも今の出生に対して

お祝い金制度といったものはありまして、データでは１０万から３０万程度というこ

とも聞かれておりまして、これは都市規模の小さいところが目立って多いという傾向

にございます。県内におきましても、この少子化に歯どめをかける、あるいは人口増

加に転ずる、先ほどの１８０人と２００人の差は自然減になっておりますので、そう

いった意味でいいますと、まことにこの西郷村も社会増でなければ人口はふえないと

なりますので、本来の姿よりもいわばこの自然増による人口増加が望ましいわけであ

ります。そういったことで、この少子化の原因はいろいろありますが、おただしの件、

さらには結婚の出会いの問題から出産、子育て、いろんなシステムがうまく働かなけ

れば回復できないだろうと思っております。そして、この祝い金制度も一時凍結とか

なかなか減っている状況もございますので、その効果等がいろいろ検証されている状

況にもございます。ご提言の趣旨、よく検討させていただきまして、今後に備えたい

と思っておりますので、ひとつよろしくお願いいたします。 
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○議長（鈴木宏始君） ２番真船正晃君。 

○２番（真船正晃君） 今、今後慎重に検討するということをご答弁いただいたわけであ

りますが、この出生祝い金制度とあわせまして、もう一つご検討いただくのであれば

課題として検討いただきたいものがございます。実は今、第３子以降ということで、

少子化、人口を増やすための理由で申し上げたわけでありますけれども、さらに今度

は第３子以降の学校給食費、これらもぜひ無料化できれば、先ほどの理由で申し上げ

ましたように、経済的負担がやはり１人で終わっちゃう、あるいは２人で終わってし

まうと、それが人口増につながらないということが一番大きいかと思いますので、第

３子以降の子どもさんの給食費については、無料化してあげるとかいうのも１つの方

法かというふうに思います。ただ、あくまでも財政が厳しい中でありますので、私の

考えとしましては、この今回の医療費から生まれてきます軽減額、それを有効に生か

したそういう制度を事務方として検討をいただきたい、執行部のほうとして検討いた

だきたいということをお願いを申し上げまして、１番目の質問を終わらせていただき

ます。 

   続きまして、２番目の質問ですが、道路行政についてお伺いをいたします。昨年の

大震災、原発事故から１年以上経過をいたしまして、ことし５月のゴールデンウイー

クの人出等は、新聞等によりましても県内各観光地とも以前のようなにぎわいが戻っ

たというところまではいきませんが、前年から比べるとかなりの人出があったという

ことで出ておりました。私も５月半ば過ぎに、ちょうど日曜日であったわけでありま

すが、甲子街道わきの田んぼで農作業をしておりましたらば、その甲子街道を通る車

がかなり多いというふうに感じました。その中にスポーツカーが十数台、一団で一グ

ループで甲子方面に、また、バイクも同じくやはり十数台のバイクを連ねてまとまっ

て甲子のほうに上がっていった、車があった。また、家族連れの個人の車につきまし

ては、これは甲子方面からも会津方面からも、やはりかなり今までと違った感触を受

けました。少しずつ戻りつつあるのかなというような気はいたします。そこで、さわ

やか高原都市にしごうの代表的な観光名所でもあります雪割橋についてお伺いいたし

たいと思います。この雪割橋、昭和３３年に現在の４代目が完成しまして、地元の

方々の大事な生活道路、あるいは村の代表的な観光地として現在に至っておりますが、

今度５代目となる新雪割橋建設が始まるというようなことでございますので、その完

成までのスケジュール、そして橋梁と道路、これがどのような形になるのか、その概

要をお伺いいたしたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 新雪割橋建設ということでおただしをいただきました。現在まで

の経過等について、概要についてお知らせいたします。この事業、平成２２年度に道

路概略設計、２３年度、去年には道路予備設計を実施いたしまして、地元説明会を開

催しております。今後の計画といたしましては、今年度、道路詳細設計及び橋梁予備

設計、２５年度に橋梁詳細設計及び補償費算定標、２６年度に用地買収及び補償、橋

梁の下部工、２７、２８年度に道路改良及び橋梁上部工、２９年度に舗装、橋梁床板
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工を施工し、供用開始という今の大まかなスケジュールというふうに思っております。

今後、橋梁のタイプ、道路構造令、用地買収や補償、防衛省の補助要件等によりまし

ては若干変更になる場合もありますが、ひとつご理解いただきたいと思っております。

計画概要でございますが、橋梁の構造は、現状の橋同様に景観に配慮した鋼構造のメ

タルの景観アーチ橋、橋長が１４０メートルで計画しております。路線延長は、国道

２８９号を起点といたしまして、雪割橋を渡り、急勾配を解消したところまでの

１,７００メートル、幅員が片側歩道を含めまして９.５メートルという計画でござい

ます。 

○議長（鈴木宏始君） ２番真船正晃君。 

○２番（真船正晃君） ただいまの答弁で、２９年度完成予定ということでございますが、

現在使用しておりますこの４代目の雪割橋につきましては、一部声を聞いてみますと、

新しい橋ができても歩道として残してはどうかというようなご意見も聞いております。

これらも含めまして、現在の使用している橋を新しい雪割橋ができたらばどのように

取り扱いをなさるのか、そこについてお伺いをいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 現状の雪割橋はどうなるのかというおただしでございますが、現

状の雪割橋は歩道橋として残すといったことも、議員ご指摘のとおり、お話がありま

したが、周辺の景観や老朽化、現在通行の制限をする状況の老朽化が進んでおります。

５０年たちますので、維持管理の問題が今後ふえていくということもあります。また、

取り壊すという考えにした場合にということですが、この取り壊しする場合も補助で

該当させていただけるということもございますので、新雪割橋の完成後については取

り壊すしかないのかなというふうに思っております。 

○議長（鈴木宏始君） ２番真船正晃君。 

○２番（真船正晃君） 今、最終的には取り壊しということでありますが、今のご説明を

聞きますと、維持管理は当然のことでありますし、さらに昭和３３年にできたという

ことでの老朽化、それらを考えますと取り壊しもやむを得ないのではないかというふ

うに私も思います。この新雪割橋に関しまして最後の質問でありますが、新しい橋が

完成いたしますと、今でも大勢の方が雪割橋観光にお見えになっていますけれども、

今以上に多くの村内外の観光客が訪れてくれるものと期待をしておりますし、そうな

るものと思います。したがいまして、そのような見込みのもとで駐車場をはじめとし

て橋周辺の整備を完成に合わせてどのように考えているのか、お伺いをいたしたいと

思います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 周辺整備についておただしがございました。周辺整備につきまし

ては、新しい雪割橋につきましては、生活道路としての役割は当然一番でありますが、

おただしのとおり、多くの方々が訪れていただける村の観光地としての役割も担って

おりますので、観光地としての必要な駐車場や展望台、ポケットパーク等の整備を検

討していきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 
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○議長（鈴木宏始君） ２番真船正晃君。 

○２番（真船正晃君） ５代目の新雪割橋、完成の暁にはこの橋を中心としまして近くに

は西の郷遊歩道、あるいは西郷ダム、そして堀川ダムというような西郷村にとっての

観光資源がございますので、それらも有効に活用しながらさわやか高原都市にしごう

のシンボルとなるような、今以上に皆さんに喜んでいただける、愛される観光名所に

なっていただくような橋をつくっていただきたいということをお願いいたしまして、

次の質問に入らせていただきます。 

   道路行政の２点目につきましては、村道２０８０号線、由井ヶ原鎌房線の整備につ

いて質問をさせていただきます。この村道、羽鳥スキー場に抜けられる道路でありま

すけれども、私も先日、１日目は由井ヶ原から上ってみました。後日、スキー場から

おりてきてみました。どちらも最後まで通行できないところがありまして、残念なが

ら途中で引き返してきたという状況であります。このような状況でありますが、さら

にこの羽鳥に行くときに通りました県道白河羽鳥線、こちらもまだ片側通行と。もう

間もなくできるのか、あるいはもうできたのかなというふうにも思っていたんですが、

残念ながらまだ片側通行ということで、聞いてみますと全面開通するのには来年にな

るような話も聞いておりますが、このような状況でありますので、これから今、いろ

いろ新たな地震等の心配もされているわけでありますけれども、万が一そのような災

害、地震が発生しますと、開通したとしても再度通行止めになるという可能性もない

わけではないということを考えますと、この村道２０８０号線、由井ヶ原鎌房線、こ

れを整備いたしまして、県道白河羽鳥線の代替ルートという位置づけで整備が必要な

のではないかと。また、天栄村との新観光ルートというようなことでの整備も考えて

いく必要があるのではないかというふうに考えます。ぜひ新雪割橋、これが２９年に

完成予定ということでありますので、これを契機に雪割橋からこの村道２０８０号線

を通って羽鳥に抜けられる高原道路をぜひ整備していただければというふうに考えま

す。このことについて村長の考えをお伺いいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 質問の第２の２点目、村道２０８０号線、由井ヶ原鎌房線の整備

についてのおただしでございます。おただしのとおり、このルートは私も去年、羽鳥

線が通行どめになりましたときに、代替路線を探すという前提であの由井ヶ原からサ

イゼリアの農場を通って、そして鎌房林道の分岐点、さらには羽鳥のスキー場までの

ルートを開きたいという頭が１つありました。もう１本は自衛隊の中を通る案だった

んですが、自衛隊から拒否されましたので、今の線を開こうと思って行きましたが、

実はもう既に何年もあそこの道路は通っている人がおりませんので、大雨とか何かで

もう瓦れきの山でございまして、議員言われたとおりであります。かつて全線は私、

２回あそこを通っております。それで、羽鳥湖スキー場から西郷鎌房林道の分岐点ま

では良好な、そして杉林の中を走っている、かつ向こうから来ますと左側に自衛隊の

フェンスが見えます。ということで、実際はどのぐらいの整備が図られればうまくい

くのかなということで、三、四キロ、それから最短ルートというとバイパスができる
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場所も、ちょっときついですがありますね。そういったことを念頭に置いて今まで考

えてまいりました。おただしの説は当然でございます。 

   やっぱり天栄村と、それから緊急時のレスキュー通りとしてのルートは前々からも

同じ考えを持っておりまして、この雪割橋の事業採択において東北防衛局長、仙台に

行って佐藤局長さんに話を申し上げたときも、実は１ルートとしてこういったことも

地元は考えておりますと申し上げているところがあります。ただ、事業の採択は、全

線を一挙に認めますとまことに膨大な事業費になってまいりますので、当面、橋を採

択するということを言われております。ただ、今のルートの整備につきましては、天

栄とも前々から同時に手を挙げようじゃないかということも話ししておりますので、

いずれこの雪割橋の整備の推移によってどこかで手を挙げる時期が来るのではないか

というふうに思っておりますので、まずはこの橋に専念し、かつ途中においてそうい

ったことを声を上げていくべきであるというふうに現在思っているところでございま

す。 

○議長（鈴木宏始君） ２番真船正晃君。 

○２番（真船正晃君） 前からそのことについては考えていただいていたということであ

りますので、ぜひ天栄村のほうともお話を進めていただきまして、やはり緊急の場合

のことを考えましても、観光ばかりでなくてそちらのほうを考えましても、ぜひこの

道路はお互いに整備すべきではないかというふうに思いますので、頑張ってこの整備

ができるように村長にお願いを申し上げたいというふうに思います。 

   最後の質問でありますが、歴史的人物であります松平定信公がその渓谷美を絶賛し

たことから名前がついている、そして村の花ヤシオツツジの自生地であります楽翁渓

についてお伺いをいたします。先々月、ちょうどヤシオツツジの咲いていたころであ

りますが、私たち八汐会のメンバーで被害の状況なりを調査に行ってみましたが、時

間の関係で残念ながら途中までしか行けませんでしたが、その途中までも何か所か岩、

それも高いところの岩が崩れていたり、あるいは土砂崩れしていたりということで、

非常にこのままの状態だと奥のほうは相当ひどい被害なのかなということで、皆心配

して帰ってきたわけでありますけれども、村としても奥までの現状を把握されている

かと思いますので、その奥のほうの被害の状況、そして被害の状況にあわせての林道

としての整備の考え方、これにつきましてお伺いをいたしたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 次に、楽翁渓のおただしがございました。平成１０年の

８・２７豪雨災害によりまして、ところどころ山腹が崩落いたしまして、そしてさら

に昨年３月１１日の東北地方・太平洋沖地震によってさらなる被害が拡大したところ

でございます。鶴生地区の山ノ神神社から上流においては特に被害が甚大で、車はも

ちろんのこと、歩いて行くことにも困難なほど両側の山腹が崩落しており、現在でも

落石が発生している状況にございまして危険な状況であります。林道楽翁渓線につい

ては、起点が村道２０３６号線、いわゆる段ノ原の舗装道路の終わるところからであ

りますが、そこから終点の男滝、女滝の合流地点まで総延長５,５５２メートルあり、
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全線砂利舗装の林道でございます。８・２７豪雨災害及びその後の台風等の災害でも

山腹崩落等が起こり、そのたびの復旧事業を実施してまいりました。昨年の

３・１１地震におきましては、山ノ神神社の上下流で山腹崩壊が発生し、通行不能と

なりましたが、災害復旧事業により今年１月には復旧が完了し、通行可能となりまし

た。しかしながら、山ノ神神社上流約５００メートル先から終点までの約

２,８００メートルにつきましては、災害によりほとんど林道の現状を有しておらず、

通行不能となっております。この区間につきましては、樹域のほとんどが法人と西郷

村が所有し、保安林となっており、また、被害が大きいため、復旧及び整備が非常に

困難な状況にあります。 

   楽翁渓は、おただしのとおり、松平定信公が絶賛したヤシオツツジの群生地でもあ

ります。こうしたことを子孫に残していくことも我々の責務だと思っておりますが、

現在の状況では整備には莫大な事業費がかかるというふうに思っておりますので、通

行可能なところまでは維持しておりますが、その先については少し模様を見ていきた

いと思っております。そしてなお、この区間について県による治山事業のための県単

調査事業が今年から入りますので、この治山事業によるこの土砂崩落の軽減及び下流

の土砂流出の防止、災害発生の防止に役立つということを見ながら、またこの整備計

画をその途中であわせながら検討していくという段取りにしていきたいと思っている

ところであります。 

○議長（鈴木宏始君） ２番真船正晃君。 

○２番（真船正晃君） 今ご説明いただいたわけでありますが、私も楽翁渓は車はやはり

乗り入れを禁止して、整備するとしてもなるべく手を加えないで自然をそのまま残す、

渓谷美を楽しめる、歩いて渓谷美を楽しめる、そういう場として後世に残していくべ

きではないかというふうに思います。 

   それに、もう１点お願いしたいのは、実はその楽翁渓に行くまでの段ノ原から入る

までの両側の山々が現在伐採が進んでおります。その切り出しした後の枝等が放置さ

れたままということで、その放置された枝等が万が一大雨等が降ったときに、あの千

歳川に流れ込んでしまって、大きな災害になってしまうのではないかというようなこ

とを心配してまいりました。これは皆同じ心配をされております。したがいまして、

先ほど申し上げました、なるべく自然を残した形での遊歩道としての整備とあわせて、

この伐採されて残っておりますそれぞれの木々、これらについても災害の発生しない

ように十分に村当局として管理していっていただきたいということをお願い申し上げ

まして、私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（鈴木宏始君） ２番真船正晃君の一般質問は終わりました。 

  続いて、通告第３、９番小林重夫君の一般質問を許します。９番小林重夫君。 
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◇９番 小林重夫君 

          １．３・１１東日本大震災後の村道の復旧について 

          ２．村内に設置された放射線測定器について 

          ３．福島原発事故関連行政について 

○９番（小林重夫君） ９番小林重夫であります。通告に従いまして一般質問をさせてい

ただきます。 

   質問の第１、３・１１東日本大震災後の村道の復旧について。質問の要旨、村道の

復旧状況についてお伺いいたします。３・１１大震災後、１年３か月が過ぎました。

村道の大部分は復旧していますが、ふるさと農道、村道３０１９号線、羽太グリーン

タウンの入り口のところは、震災時、損壊の現状そのままであります。復旧がおくれ

ているのはどういうことなのかお尋ねいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） ９番小林議員の一般質問にお答えいたします。 

   ３・１１東日本大震災後の村道の復旧について、おくれているのはなぜかというこ

とで、村道３０７０号線、椙山嫁塚線の復旧についておただしがございました。おた

だしの場所につきましては、下水道工事と絡んでおりまして、下水道が復旧がおくれ

たために今に至っております。大体４月に発注した下水は終わりましたので、道路の

発注につきましては７月２７日を工期として、そこまでに完成させる予定でございま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君の再質問を許します。 

○９番（小林重夫君） 今、村長から復旧の見通しはどうなのかというお示しがありまし

たので、それを了解したいと思います。 

   次に、質問の第２、村内に設置された放射線測定器について。質問の要旨、放射線

測定器は村民、地域住民のために価値的に運用されているのかお尋ねいたします。

１として、村内に何カ所設置されているのか。その運用はどうなっているのかお伺い

いたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 次に、放射線測定器についておただしがありました。何カ所放射

線測定器が設置されているのかということでございまして、村内には県内全域の線量

を国が中長期的に把握し、住民が活動する施設の線量を把握するため、役場、文化セ

ンター駐車場前をはじめといたしまして、文部科学省によりモニタリングポストが村

内の９か所に、リアルタイム線量測定システムが村内２９か所に設置されております。

その運用はどうなのかというおただしでございます。これらモニタリングポストやリ

アルタイム線量計などの線量計は、太陽光による発電により１週間から１０日間程度

の動作が可能でありまして、１０分ごとに測定値を携帯電話や衛星電話回線を利用し、

文部科学省により集計され、その測定値が新聞やテレビまたはホームページ等により

広く公表されております。 

   なお、これらの機器は２４時間線量の計測をしておりますが、機器の外部表示につ
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きましては、内臓電池などの都合から午前７時から午後７時までとするよう設定され

ているところでありまして、いずれも文部科学省によって設置され、機器の維持管理

も行われているところでございます。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） 今、村長から９か所、そのほか２９か所、９か所はこれ測定値、

毎日測定放送されていますが、２９か所というのはどことどこなんですか。具体的に。 

○議長（鈴木宏始君） 環境保全課長。 

○環境保全課長（藤田雄二君） お答え申し上げます。 

   村内２９か所につきましては、県内の学校、保育施設に設置されたものでありまし

て、携帯電話や通話圏内の地域を選定しております。 

   以上です。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） 次に、全器作動しているのかお尋ねします。福島民報報道による

と、村内、追原、柏野、西郷ダム、那須甲子少年自然の家、堀川ダム、虫笠、西郷文

化センター、上野原公園内、大黒屋旅館駐車場９か所の測定モニタリング結果が毎日

報道されています。米、新田、大平地域等は報道されていません。村執行部はこの件

についてどう思いますか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 場所により抜けているというご指摘でございました。設置の場所

によって測っていない部分もありますですね。それについては出ておりませんが、村

とかいろいろやっているところの集計の別な図面をつくったりしておりまして、それ

についてカバーするしかないというふうに思っております。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） 次に、設置状況についてお尋ねします。上新田の東京電力ループ

公園ＪＲＡ警備管理棟の前にＮＥＣの放射線測定器が設置されていますが、草むらの

中で離れており、周囲の側道からはその測定値を、村民、地域住民の生活、小中学生

の通学路ですが、だれも見ることができません。馬場坂、台上集会所前にもそのよう

なところがありました。道路より内向きに設置されており、だれも通行人は見ること

ができません。文部科学省、県が設置するのにも村当局に打診があったと思いますの

で、安全・安心のため村民、地域住民が見やすく価値的にどうして設置されなかった

のかお尋ねいたします。 

◎休憩の宣告 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君の一般質問中でありますけれども、これより午後

２時２０分まで休憩いたします。 

（午後２時００分） 

◎再開の宣告 

○議長（鈴木宏始君） 再開いたします。 

（午後２時２０分） 
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○議長（鈴木宏始君） 休憩前に引き続き一般質問を続行いたします。 

   ９番小林重夫君の一般質問に対する答弁を求めます。村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 一の又あるいはループ公園、なかなか見えにくいのではないかと

いうお話がございまして、そのとおりのお話を私も聞いております。場所もちょうど

その公園においでになる人が見るとかいうイメージでつくったということもあります

ので、ちょっと中に入っております。やはり向きの問題とか設置状況、このつくる際

にはあの付近につくりたいという話があったわけでありますが、私も最初はどういっ

た形のものが来るかよくわかりませんでした。一番わかりやすいのは、そこにある寄

附をいただいたというのが一番新しいわけですが、あの段階ではまだ表示板が小さい

し、かつソーラーの発電力も余りよくなかったみたいで、今順次更新されております

が、そういった指摘は伝えてあります。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） 放射線測定器のことで、西郷村はかなり広大な面積ですよね。そ

れで、この９台の報道されている設置状況は、柏野、追原、上野原、あと文化センタ

ーか、あとは北部なんだよね。南部のほうは全然除外されたというんだか何というか

ね、もう上新田だって下新田、結構線量が高いですよ。あと米あたりも全然報道され

てないよね、毎日毎日ね。あと大平も全然報道されてない。こういう不公平な設置状

況、これだれがこういうふうな場所、設置とかこういう場所はだれが決めたんですか。 

○議長（鈴木宏始君） 環境保全課長。 

○環境保全課長（藤田雄二君） お答えします。 

   だれが決めたのかということで、南部がちょっと少ないんじゃないかということで

おっしゃりましたが、この設置の方法はモニタリングポスト、いわゆる文化センター

とか追原等につけましたポストにつきましては、５キロから１０キロメッシュで１か

所の区切りに設置しております。それから、リアルタイムのものについては、子ども

たちとか公園とか利用している施設を選んで、こちらで推薦して設置をしていただき

ました。 

   以上です。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） 次に、放射線の全器作動しているかどうか。どうなんですか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） ご指摘のとおり、全器作動はしておりませんで、３８器のうちに

文化センターの前の分が今不具合ということで修理中でございます。なるべく早く直

すように申し入れをしているところでございます。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） 私もですね、大清水、馬場坂、あと黒森、台上かな、あの辺を通

ったのでちょっと見てみました。作動はしておりました。ところがね、私は毎日自転

車とかウオーキングで上新田のループ公園などを通っているんだけれども、２週間前

頃はもう表示は０.６７だったかな、何でこんなところにあるのかなというので、あ
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そこの管理棟まで入っていって見ました。それから、きのう、おととい、またこの一

般質問の関係もあるから確認に行ったら何も動いていないんですよね。ああいうふう

なことでは、何というかね、もう大時計じゃなくて大測定器になっちゃうんだよね。

やっぱり全器作動していないというのは、ちょっとおかしいんじゃないかと思います

よ。この点についてどうなんですか。 

○議長（鈴木宏始君） 環境保全課長。 

○環境保全課長（藤田雄二君） お答えします。 

   つい１週間前の点検でございますので、きのうについてはまだ点検しておりません

が、そういったものがあればこちらにお知らせ願えれば、うちのほうで文科省、県を

通して修理をしていただくようにお願いしますので、よろしくお願いします。 

   以上です。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） 今の件ですけれども、白河市ではみさかニュータウン、郭内の河

田眼科前の道路向かい、表郷の天狗山、天狗山には私の孫も野球で出ているから行っ

たんですけれども、野球場にも設置されていますが、利用者、市民通行人にも道路施

設から見えるところに設置されています。原発放射線との闘いは長いのですから、村

民、地域住民の安全・安心のために、今からでも設置の仕方を価値的に設置してはど

うか提言します。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） お説ごもっともでありますので、機会をとらえて本当に見えるよ

うにというか、あるいは不具合を起こさないよう申し入れていきたいと思っておりま

す。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） とにかく村長ね、今の件だけれども、やはり住民サービスという

ことで、白河でなんて道路とかそういうところからちゃんと見えるようになっている

んですよ。そして作動しているしね。そのようにしなかったら、もう本当に何のため

につけたんだかと思いますよ。そのようによろしくお願いしますよ。 

   では、次に行きます。質問の第３、福島原発事故関連行政。質問の要旨、今後の西

郷村村政の進むべき方向についてお尋ねします。福島第一原発事故により、福島県を

はじめ、近隣東日本各県はいまだかつてない未曾有の文化、産業、経済、庶民の生活

を奪ってしまいました。それでも我々は前向きに復旧・復興に原発放射能と闘い、生

きていかなければなりません。福島原発事故は、いまだ収束はしておりません。東京

電力、日本政府の言動を疑うものであります。私は、日本、そして世界の科学技術、

英知を信じ、今後安全に収束することを願っております。日本はエネルギー政策を大

転換し、再生エネルギーへ大きく方向転換すべきです。福島はむろんのこと、日本政

府は脱原発を宣言すべきです。そこで村長にお伺いいたします。村長の考えをお聞き、

その見解をお示しください。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 
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○村長（佐藤正博君） この政策の話でありまして、私も同じです。やっぱり原発を今再

起動しようとかいろいろお話ありますが、我が福島県においてはとても受け入れられ

る状況ではない。むしろまだまだ解明すべきといいますか、やっぱり原発を運用する

においては課題が大き過ぎて、最終的な高レベル廃棄物の処理の仕方が決まっており

ません。プルサーマルで、もんじゅで挑みましたが皆失敗続きですね。それをやっぱ

り解明するといいますか、ちゃんと説明して、こんなものだろうということもまずち

ゃんとしてもらいたいですし、それよりも何よりも今あるこの目に見えないものがい

かなる健康被害と将来に対して影響を及ぼすのか、食べ物はどうなるか、土壌はどう

なるか、さっきの川の水はどうなるかということまで納得しなければ、やっぱり次の

段階には行けないのではないかと私は思っておりまして、これは議員と同じだと思っ

ております。再生エネルギーといった新しい政策に転換すべきではないかと、賛成で

ございます。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） 再質問します。村長は同じ考えだと言いますけれども、村長、西

郷村自治体として脱原発宣言を発してはどうですか。やはり一歩はマンパワーとなっ

てくるんですから。この西郷村から、みんなでやろうなんて言ったってなかなかでき

ないことだから、西郷村からそういう脱原発、再生エネルギーに向かうんだという宣

言をしてはどうなんですか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 村としてどうかという意思表示であります。いろいろご意見をお

伺いしながらやっていきたいと思いますが、本当に今の状況を見ると、なかなか原発

がいいとはとても言える状況にはありませんね。ただ、生活上、電気を使っておりま

すので、今日本は３割は原発です。５４基をどうするんだという話なんですが、しか

しやっぱり、本当に今になって考えてみますと、見えないとか解明するところが本当

に多くて、早くそっちのほうを進めていきたいと思っております。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） それでは、村長の脱原発宣言に期待をいたしまして、次に行きま

す。西郷村地域エネルギーの件について質問します。新エネルギービジョン、平成

２３年２月の中に西郷村環境基本条例、平成１７年３月策定、西郷村環境基本計画、

平成１８年３月策定、西郷村バイオマスタウン構想、平成２２年策定、有機資源やバ

イオマスエネルギーの利活用、循環型社会の構築を目標としているとあります。本村

のエネルギー消費実態を明らかにする、自然環境や地域の特性を考慮した多様なエネ

ルギーの可能性を検討する、新エネルギーを導入する方向性や仕組みを示したものと

あります。今後、このビジョンをもとに本村における新エネルギー利用を推進し、循

環型社会の構築、自然環境の保全に向けた取り組みを推進するとうたっております。

そこで伺いますが、この未曾有の原発事故を契機に脱原発、再生エネルギーへの転換

が必須、重要課題となっている現在、すばらしい構想ビジョンでありますが、村長は

具体的にどのように強力、堅固な意思を持って推進するのかお示しください。期待し
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ております。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） このエネルギーのビジョンは、やはり今あることを予測して言い

ましたね。原発ばかりではありません。二酸化炭素がふえて、地球温暖化で北極海の

氷が解けている。それからツバルの国々が水没する。それをどう止めるかということ、

実は軌を一にしております。さらに、今回大きな衝撃が走りましたので、これを契機

にやっぱり加速すべきであるというふうに思っておりますが、これについてはいっぱ

い手があります。ソーラーもそうですし、風力、火力、それから波動、この前新聞に

出ましたですね。いわきの問題、いろんなことがありますので、どれが適当かという

ことは今後新しい技術開発、あるいはその売電の問題とか、あるいはスマートグリッ

ドとかいろんな問題があります。そういったことを見据えて一番効率がいいといいま

すか、そういった方向にやっぱり行って、そして原発依頼を少なくするということで

バランスをとる必要があるというふうに思っております。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） それでは、村長に再生エネルギーの具体的な件についてお尋ねし

ます。村長は、西郷村のすばらしいバイオマスエネルギー構想というのがありました

よね。構想を具体的にどのように考えているんですか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） あの懇談会を、そしていろいろ先生方の意見をお伺いして、そし

て新しいエネルギーとして効率の高いものにしていく、そして西郷村の特性、勾配、

あるいは水量、小水力発電が今ちょっと俎上に上っております。ただ、問題はごみ取

りだと。だれが昔の水車守をしたんだということで軌を一にいたします。さらに風力

につきましては、前にＮＥＤＯ、通産のシンクタンクが調査した経緯がございました。

一部、甲子の上流では４.５メートル以上、（不規則発言あり）バイオマスタウンで

すか。バイオ生物依頼というふうになりますね。１つは、やっぱり省エネルギーでバ

イオでいった場合は、例えば大きく私が考えていますのは、今、通常、家庭の残飯等

があります。台所で出ます。水で湿っていますね。ああいったものはまず分別をよく

して、そして土に返るものは土に返したいと。今の状況は、一部事務組合において今

夏梨で焼却しておりますね。あれを起動する場合は重油が必要です。重油を噴射して

温度を上げて燃やすというふうになりますので、要するに化石燃料を使います。ああ

いったものを軽減してはどうかということが１つ。そうしますと、やっぱりコンポス

トとか、あるいは畑で吸い戻すシステムはどうなのか。その第一番が給食の残飯処理

をやっています。あれは細菌を使っている処理の仕方ですね。 

   そういったことと、それからもう一つは、今回の間伐材とかバークとか、ああいっ

たものも土に戻すという方向と、もう一つは燃料として使ってはどうか。その際の問

題は、例のバグフィルターがどうついて、今回のセシウムの沸点がどうかということ

の問題がありますが、そういったことをクリアすると、森林の資源の再生にもつなが

るのではないかという研究もあります。隣の大信でバイオマス発電をやっているとこ
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ろもありますので、そういったアプローチもあるわけでありますが、問題は、そうし

ますと恒常的に林業の経営と今の間伐材を使う場合は、林道の整備とか搬入搬出のこ

とも側面的に整備をするとかいろんな問題を抱えておりますので、個々のバイオマス

の研究成果と、それから西郷にどういったものが持続的に大丈夫かといったことを考

えて対応していきたいというふうに思っております。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） 次に、本村内における小規模水力発電はどのように考えているの

か、お尋ねします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 小規模はもう大体関西でその兆しがあって、その一つのアセンブ

リーといいますか、システムができ上がっているところがあります。問題は、例えば

三面側溝の流速、毎秒１メートル以上のときにどのくらいの口径で設置するかという

ことと、問題はプロペラにごみがたまってしまうと。それをどう除去していくかとい

うことと、もう一つは近くに鉄塔電線があって売電ができればと、要するにバッテリ

ーできなければだめですね。そういった問題をクリアしていくことが必要だというふ

うに言われておりまして、これは地形が西郷村みたいに勾配がきついところ、あるい

は水源、水量が多いところがいいのではないかというふうに言われておりまして、山

の裏側の下郷とか会津でもこの急傾斜を利用して、そういった研究も今進んでいると

ころでございます。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） 次に、太陽光、風力発電について村長の考えをお尋ねします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 再生エネルギーの中に、今議員が言われましたバイオマスとか、

あるいは風力、波動、ソーラーとかいっぱいありますね。その中の一つというふうに

思っております。もっと何か。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） じゃ、最後でないけれども、再生エネルギーで本村で一番有力と

いうか、推進に力を入れているのは何なのか。村長はどのように、今の項目の中で一

番有力な、バイオマスとか太陽光とか風力とか小規模水力とかいろいろありますけれ

ども、何が西郷村で一番導入しやすく、村長は力を入れるのか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 現在もう走っているものがあります。ソーラーの補助金、もう既

に走っておりますので、これは国も県も本腰を入れて、特に福島県においては今の再

生エネルギーに転換すべきだという考えのもとに、その補助対応を増加させておりま

すので、これはもう走っております。では、次に何だということになりますと、やっ

ぱりさっきのバイオマスとか水力とかいっぱいありますね。そういったことをどうす

れば事業化できるかとか、だれがやるのかとか、最終的に個人の家庭まで入ってくる

といえば、これは非常に民生用になりまして普及が進むわけであります。ソーラーが
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その先鞭をつけていると思いますが、その他につきましても普及の度合いと、それか

らコストの問題等を考えて対応していきたいというふうに思っております。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） いろいろ新エネルギー構想の中のお話がありますけれども、村長、

絵に描いたすばらしい構想いろいろあるけれども、絵に描いたぼたもちに終わらない

ように、やはり西郷村は具体的にこれに進んでいくんだという方向を示して、この新

エネルギーのあれでは有望視するのは太陽光とか、それぐらいとなっているね。すば

らしい職員とか審議会のメンバーとかあって審議したようですから、そういう方向性

というのを示して、具体的にやっぱりその方向に向かい、脱原発エネルギーというか

ね、そのように向かうように私は期待します。どうですか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） お説のとおり、頑張っていきたいと思っております。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） 次に、川谷地域に原発事故により、大熊、楢葉、双葉、浪江と永

住帰還困難避難者のために西郷村民になっていただく移住特区を造成して安く分譲す

る支援策を講じてはどうか、提言します。県はもとより、本村も人口が激減しており

ます。川谷小中学校の複式学級問題も解消に向かうのではないか。一挙両得が期待さ

れます。この件について村長の見解をお聞きいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 浪江等、永住帰還困難者のために西郷村民になっていただいて、

移住特区として宅地造成をして分譲する新策というお話でございました。まことにあ

の浜通りの避難の方々は喜んでいると思います。やっぱり今はこの避難されている

方々、それから３区分のこのエリアにいる人、さらにはなかなか今後帰れない方々に

とって、これからの人生をどうしようかというふうに今考えております。 

   この前、この浜通りの方も西郷村にお世話になってということでごあいさつに来ら

れました。今度いわきに移住いたします。やっぱりうちの近くにいてというお話で来

ましたが、そういったことを待っているという気分もありますね。浜通りの人は、何

らかもっと具体的な策はないのかと。それで、浜通りは仮の町とかいろいろ発信して

おります。仮の町というのが自治法上いかなる形をとるのか、まだ判然とはしません

が、しかし本当は帰りたいと。帰りたいけれども帰れない部分の間をどう人生のあり

方として望ましいのかと、その形態を実は模索しているわけでありまして、そういう

意味でいうと、お話しの件も一つの策になるだろうと思いますが、ただ、それだけで

はまだなかなか解決しない問題がありますよね。やっぱり人生というのはまず健康で、

生きがいを持って、そして職業を持って経済的に安心して、そして子どもの教育をう

まくやる、年配の父母の健康を確保する、いろんなことを同時に満足しなければ、つ

いの住みかを目指すというわけにはなかなかいきません。かつ、会津のほうに今年雪

が相当降って寒かったですね。なかなか生活は大変だということもございますので、

そういったことを考えながらやっていくということは、やっぱりいいことだと思いま
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すので、ご提言をよく考えて今後どうするべきか、そういったことが出てくるかもし

れません。そういう場合においては参考にさせていただいて、ぜひ困っている人を助

けようではないかという気持ちでいるわけでございます。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君。 

○９番（小林重夫君） 再質問させていただきます。今、村長からの答弁でいろいろ原発

地域の自治体、本当に避難して帰還困難区域で、また、いろいろ国・県で仮の町とか

何とかとね、本当に仮の町というのだったら、ある行政区の中にまた１つの自治体が

できることでしょう。これ本当に橋下市長が言うように、二重行政とかになるんです

かね。その地域のその人のコミュニケーションということはわかりますけれども、私

はだから村長、国とか県とかの動向ね、いろいろな交付金だとか助成金だとか復興資

金だとか、いろいろあるかしれないけれども、そういうことも大事だけれども、やっ

ぱり災害を転じて福となすと、やっぱり村長の一言の確信と実行でやってもらいたい

んだよね。そういう県とか国の動向ばかり気にしていてやるんじゃなくて、これ前に

川谷地域のね、もう本当に文部科学というか学校教育とかいろいろ関心のある方から、

小林議員、川谷はね、本当に複式学級とかこういうのがあって困るんだから、何とか

解決策を訴えてもらいたいんだと。 

   私は、だからこの原発、この地方でそういうようなどうしても帰還ができないとい

う方に、やっぱりそういうような特区を村でつくって、村長の決断でつくって、利用

できるものは補助金とかいろいろ利用してやっぱりやるべきなんだよ。そうすれば西

郷はもっともっとね、もう環境もいいんだし、すべて、放射線はちょっと高いけれど

も、もういろんな交通事故がない、環境いいんですからそのように。私が今まできょ

う、一般質問で提言したことを前向きに村長とらえて、理解してもらって執行しても

らいたいと、私は期待をしまして一般質問を終わります。一言だけ返答をお願いしま

す。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） やっぱり浜通りの皆さんを助けようという気持ちから出たものに

ついては全く同感で、そのやり方についてはいろいろ考えてやりたいということであ

りますので、その気持ちと思想を持ってこれからのいろんな問題といいますか、助け

る方法論の中に入れるものは入れていきたいというふうに思っております。 

○議長（鈴木宏始君） ９番小林重夫君の一般質問は終わりました。 

   続いて、通告第４、１１番矢吹利夫君の一般質問を許します。１１番矢吹利夫君。 
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◇１１番 矢吹利夫君 

          １．農業行政について 

          ２．行政区長の手当について 

○１１番（矢吹利夫君） 一般質問の１日目の最後ということで、通告に従いまして一般

質問をさせていただきます。 

   まず、質問第１の農業行政の農業用排水路整備についてお伺いいたします。ここ数

年、毎年各行政区から数多くの用水路整備の要望が出されておりますが、ほ場整備未

整備地区、また、整備後何十年も過ぎた地区において老朽化した用排水路などが数多

くあります。また、大雨が降るたびに未整備水路からあふれ出して村民から大変な苦

情が寄せられているのが現状でございます。それで１点目の最初に、村全体で未整備

箇所はどのくらいあるのか伺います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） １１番矢吹議員の一般質問にお答えいたします。 

   農業行政の中の農業用水路の未整備地区のおただしでございました。用排水路の未

整備箇所につきましては、ほ場整備未整備地区が約３００ヘクタールございます。整

備後４０年経過いたしましたほ場が約２９５ヘクタール、合計５９５ヘクタールであ

りまして、これらの箇所につきましては、素掘りの用排水路や施設の老朽化など、お

話しのように早急に整備をしなければならない地区があることは承知しているところ

でございます。また、２３年度におきましては、行政区長様等より用排水路の整備要

望が出ておりますのが５１か所でございまして、昨年度は大震災の被害の影響もあり、

例年より多くなっているところもございますが、既に１１か所等を対応済みで残りは

今後に待つという状況にあるわけでございます。 

○議長（鈴木宏始君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番。それでは、これらの要望、要整備箇所について、優先

順位と申しますか、どの地区を先にどのように判断して行うか伺います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） この優先順位のつけ方であります。まず、全体的な村の水源と末

端、それから一級河川への放出等のルートを見まして、それで勾配あるいは水量等が

多くて、大雨のときに消防団あるいは区長様が見ていただいて、やっぱり水衝部、水

が当たる部分等については被災の程度が大きくなりますので、そういう緊急性あるい

は規模が大きいところ等については、大規模改修といたしまして、県営事業あるいは

県単事業あるいはということで国庫補助等を導入してやっています。今、明治堀等を

やっているところでございますが、それ以外の老朽化あるいは新規にそういったもの

が出た場合におきましては、先ほどの災害の発生の要因あるいは急がなければならな

い相当の理由を考慮しまして、あればそういったことを見て、そして予算上でやって

いくと、予算をつけてやっていくということでございまして、補助を導入する、ある

いは単独でやる、あるいは起債でやる、いろんなことでその優先順位に対応していき

たいというふうに思っております。 
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○議長（鈴木宏始君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番。それでは、ほ場整備未整備地区が約３００ヘクタール、

整備地区で老朽化した地区が約２９５ヘクタールと村長答弁にはありましたが、各行

政区などから要望のある用排水路の整備を含めて、全体的に完了するまでの長期計画

は立ててあるのか、お伺いいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 長期計画でありますが、まず、大規模なものにつきましては、既

に着工しておるものがあります、明治堀とかですね。そのほかの小規模の、先ほど

３００ヘクタール未整備のところがあると。山、沢部分とかそういったところでござ

います。そういうものにつきましては、大体素掘りのところは舗装といいますか、Ｕ

字溝を入れてもらいたいという要望が多いわけであります。ただ、それにつきまして

は、やっぱり合流して水量、あるいは勾配、あるいは分水とか、あるいはいろんな堰

とか工作物がありますですね。そういった部分を優先的にやっていこうというふうに

思っております。それで、１つは災害防止とか、あるいはスムーズな方向で管理でき

るというのが一番いいわけでありますが、予算はなかなかすぐに対応はできない部分

もありますので、それについては優先順位といいますか、順番をつけていくしかない

というのが現状にあるわけでございます。 

○議長（鈴木宏始君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） １１番。村内には未整備地区や施設が老朽化した地区がかなり

あり、延長の長い用排水路の整備はなかなか工事が進まない、完了できない、そうい

った工事区間をもう少し計画的に短期間に完了できないか、村長の考えを伺います。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 水路整備につきましては、コンクリート構造物になって堰等が今

新たな部品等ができまして、取水あるいは排水が非常に楽になりましたですね、昔と

比べますと。そうしますと、そう最初から補助事業として採択されればいいわけです

が、なかなか全般には及びません。そうしますと、やっぱり優先順位のつけ方はこの

災害といいますか、大雨が降ったときにどのぐらいの被害が予想されるかということ

を念頭に置いて、その次にやっぱりこれをやれば全体的に画竜点睛であるとか、いろ

んなことがあります。そういった意味で、災害の防止が重点と、それから関連して早

期に効果を発現すべきといったような観点から、優先順位をつけていくということに

していきたいと思っておりますので、そのためには財源をいかに投入するかでありま

すね。補助あるいは起債、あるいは一般財源ということの組み合わせになりますので、

なるべくそういった方向については、ご要望におこたえできるように努力してまいり

たいと思っております。 

○議長（鈴木宏始君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） 再質問になりますが、いろいろと行政も大変だと思いますが、

ある地区で現在、継続事業で毎年工事している箇所があるんですが、延長１キロぐら

いの排水路整備をするのに、１０年ぐらいかかってやっと半分ぐらいしかできていな
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いのが、年にですよ、４０メートルか５０メートルぐらいしかやっていないというこ

とになっているんです。１キロの計算をすると、全部完了するまでに半分ということ

は、単純に計算しても１０年以上かかるんですよ。また、工事は上から工事やってお

るものですから、上流から整備を行っているために、下流の未整備箇所が大雨が降る

と毎回大洪水になるようなありさまであると、その都度問題に出ているのが実態なん

ですよ。何とかもっと工事期間を短縮できないかと、再度お伺いします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） ご不便をおかけしてまことに申しわけございません。なるべく早

くやりたいと思いますが、やっぱり１キロになりますと大工事になります。そうしま

すと、その分水の部分とかやっぱり災害にならない部分からやっていく、下流からや

っていくのは、通常は用水路は上流からやりますね。排水は下流からやるということ

もありますので、途中の流水と取水のバランスを見て大きさを決めたりしますので、

なるべく早くこの実態に合うように努力してまいりたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） できるだけ努力して頑張っていただきたいと思います。あと

１０年も待っていると、２０年工事やっている間に、その家の事情によっては待って

いられなくて亡くなっている人もいると思うんですけれども、まあ村長の判断ですか

ら。 

   次に、質問事項の第２に入ります。これも大変なんですけれども、行政区長の手当

についてお聞きします。行政区長の業務については年々増加し、特に平成２３年３月

１１日に発生した東日本大震災及び東電の原発事故の後においては、現在でも行政区

長は地域住民の手となり足となり、その仕事に日々努力しております。地域住民から

村への要望の取りまとめや道路等の維持補修の申請書の作成など、自分の仕事や生活

を犠牲にしてまでも行政区長の仕事をされている方もいらっしゃいます。住民を初め、

地域の実情を一番把握しているのが行政区長であると言っても過言ではないと思いま

す。そこで質問いたします。平成２４年４月１日現在で４６行政区に５,３１９世帯

加入しておりますが、２０年前の平成４年には３７行政区に３,９８２世帯、１０年

前の平成１４年には３８行政区に４,９１６世帯、また、５年前の平成１９年には

４３行政区に５,２０５世帯が加入しておりました。このように、行政区に加入する

世帯は年々増加し、それに伴い行政区長の業務量も増大していると思いますが、区長

の手当、特に区長報酬の算定方法は何年変わらないのか、お聞きいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 区長の報酬のおただしでございました。現在の算定方法ですが、

いつからかはちょっと今のところ確認できませんが、少なくとも１０年ぐらい同じこ

とでございます。戸数均等割、１行政区当たり２万５,０００円、戸数割といたしま

して１世帯当たり１,７５０円、平成１０年度からは現在の算定方法でありまして、

均等割で２万５,０００円、戸数割で１世帯当たり１,７５０円を合算するというふう

にしているところでございます。おただしのように、区長様の業務というのは、本当
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に昨年の地震以降、また新たな本当に仕事が発生しまして、まことにご心労を煩わせ

るという事態になっておりますことを、ありがたいと同時に本当に感謝を申し上げて

いる次第でございます。 

○議長（鈴木宏始君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） 続きまして、次の質問に移らさせていただきます。先ほど申し

たとおり、自分の仕事や生活を犠牲にしてまでも行政区長の仕事をされている方もい

らっしゃいますが、それでは区長業務は年間どのくらいあるのか、お聞きします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 本当に区長様をおやりになっていただいた方もおいでになります

が、年間、この災害情報、いつも私ども災害対策本部をつくっていかがですかと、区

内の状況をお聞きいたしますが、そういった情報の収集と通報をお願いする、あるい

は逆に、地域の住民のただいまの用水路の整備とか、あるいは通学路の問題とか種々

の要望がございますので、そういった事項の優先順位をつけた要望とかそういったこ

との取りまとめ、それから村からも文書を今お願いしております。それから、敷き砂

利の検収といったものもお願いしておりまして、さらには歳末助け合い共同募金、さ

らには村の行事、学校行事ですね。運動会とか卒業式とかそういった出席をお願いし

たり、本当に多いわけでありまして、文書配布関係では月に２回ということです。そ

れから、路面補修等の維持補修の取りまとめ、去年は２４７件ございました。それか

ら、２９行政区からはカーブミラーの設置など１０６件がございました。こういった

取りまとめをしていただいていると、そういった業務をしていただいているところで

ございます。 

○議長（鈴木宏始君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） ただいま答弁ありましたとおり、行政区長の業務は年間通して

かなりの業務量があり、行政区長も時間的な制約や精神的負担を強いられていること

がわかります。こうした行政区長に対して、村として区長手当の見直しを考えるべき

と思うが、どうなのかお聞きいたします。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） おただしのようなお話も実際聞いております。地域バランスとか

いろいろあったり、あるいは現在５００戸を超えている区が４つございますけれども、

非常にやっぱり（不規則発言あり）そういった事情を勘案すべき点も見受けられます

ので、おただしのとおりよく目を通して、そういったことを是正できないかという声

に対しましては、よく検討させていただきたい。必要とあれば見直しもすべきである

という考えを持っております。 

○議長（鈴木宏始君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） 再質問します。ただいま見直し、検討するとの答弁がありまし

たが、ぜひとも見直しをしていただきたいと思いますが、さらに質問いたします。現

在４６ある行政区のうち、昨年度から引き続き今年度も委嘱されている行政区長は

９名と聞いていますが、これは区長の業務量が多く大変であるため、区長報酬とのバ
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ランスがとれていないことが原因の一つではないかと思います。昨年の震災時には、

ある行政区では家屋の被害状況を確認してくれと住民課から連絡があって、ガソリン

が手に入らず車も使えなかったため、遠くまで歩いて確認しに行ったり、避難所に朝

晩必ず顔を出し避難者の安否を確認するなど、昼夜を問わず地域住民のために苦労さ

れていました。こうした区長の協力があって行政も成り立っていることを認識し、報

酬に関してもそれに見合う額を保証することによって、次の年も引き続き区長を引き

受けてくれるのではないかと思いますが、いかがですか、村長。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） 本当に去年３月１１日の夜、１２時過ぎてから私も虫笠、羽太、

それから米、ずっと回って最後、２時、３時ごろ大平の公民館といいますか、避難所

に行きました。本当に区長様は大変でしたね。あのときは本当にどういう形でという

ことで消防団、あるいはいろんな方々がそれをサポートすると。安全をまず優先する。

それから、避難の今度は食料の問題。次に、インフラの電気あるいは道路といったも

のは大丈夫かどうかということを本当に細かく配慮して指示をする。そして、寝つけ

なかったと。要するにあの晩は徹夜です。そういったことをやって、ずっとそれが

１年実は続いてしまったというところがあって、ガソリンがないときはお話しのとお

りです。自転車で歩いた区長さんはいっぱいいますね。そういうことを考えたときに、

まことに頭が下がりますということと、何かいい手当はないかというふうに感じたと

ころがございます。よく去年は特別だろうという意識も私は持っていますが、今後の

推移を見ましても、なかなかそういったことが改善できなければということも考えま

す。ただ、これは同じ立場の方といいますか、ほかの町村にもあります。やっぱり仕

事の中身があります。よく実態を見て、そして改善すべきは改善すべきだというふう

に思っておりますので、よく調査をしていきたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） １１番矢吹利夫君。 

○１１番（矢吹利夫君） 見直しについて再度質問いたします。現在、均等割として１行

政区当たり２万５,０００円を支給されているとのことですが、戸数が少ない行政区

については、各行政区共通の業務量に対して報酬料が少ないとの声も聞こえます。特

に今回の東日本大震災による原発事故では、住宅以外においても放射線の除染が必要

であり、行政と地域が一体となって取り組まなければならない問題が山積しておりま

す。行政区長の業務は、世帯数が少ない行政区ではなおさら山林、農地などの面積が

広く、また、高齢者世帯も多いため、区長としてもそれらの情報を収集したり調査す

るのが大変な仕事だと思います。こういうことを踏まえて見直ししてほしいと思いま

すが、いかがですか。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） ご指摘の点はよくわかりました。この今の点につきましては、区

長様自身の声もいろいろお聞きしております。そういった点を参考にして今後とも対

応していきたいというふうに思いますので、ひとつよろしくお願いします。 

○議長（鈴木宏始君） １１番矢吹利夫君。 
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○１１番（矢吹利夫君） 最後になりますが、ぜひ見直しをしていただけることを期待し

まして、一般質問を終了します。 

○議長（鈴木宏始君） 村長、佐藤正博君。 

○村長（佐藤正博君） ご指摘の点を勘案いたしまして、その見直しの中身について検討

していきたいと思います。 

○議長（鈴木宏始君） １１番矢吹利夫君の一般質問は終わりました。 

◎散会の宣告 

○議長（鈴木宏始君） 以上で本日の日程はすべて終了しました。 

   明日６月１５日は定刻から会議を開き、一般質問を行います。 

   本日はこれにて散会します。ご苦労さまでした。 

（午後 ３時１６分） 


